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　‥　判断基準（取組）を全て実施している。
　‥　判断基準（取組）の一部を実施している。
　‥　判断基準（取組）のいずれも実施していない。

※　「取組の状況」は、判断基準が「できている」・「できていない」と判断した内容等を具体的に記入してください

支援担当係長 黒田　宜行
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第三者評価実施日 令和５年１０月１６日（月）１７日（火）

役職 氏名
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（欄は適宜増やしてください）

調査者（実習生）
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各評価細目の判断基準について、「できている」項目にチェックを入れ、以下の評点基準で「ａ」「ｂ」「ｃ」を記入します。

【記入方法】

住                    所 兵庫県西宮市田近野町８－１

園長 伊藤　正裕

副園長 望月　久士

福祉サービス第三者評価シート

－　障害者・児施設版　－

事　　業　　所　　名 阪神福祉事業団　ななくさ学園 2850900016



令和５年度ななくさ学園

2 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

① 理念、基本方針が文書（事業計画等の法人（福祉施設・
事業所）内の文書や広報誌、パンフレット、ホームページ
等）に記載されている。

■ ■

② 理念は、法人（福祉施設・事業所）が実施する福祉サー
ビスの内容や特性を踏まえた法人（福祉施設・事業所）
の使命や目指す方向、考え方を読み取ることができる。

■ ■

③ 基本方針は、法人の理念との整合性が確保されていると
ともに、職員の行動規範となるよう具体的な内容となって

る

■ ■

④ 理念や基本方針は、会議や研修会での説明、会議での
協議等をもって、職員への周知が図られている。 ■ ■

⑤ 理念や基本方針は、わかりやすく説明した資料を作成す
るなどの工夫がなされ、利用者や家族への周知が図ら
れ る

■ ■

⑥ 理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的な取組を
行っている。 ■ ■

a

　理念、基本方針は明
文化され、ホームページ
及びパンフレット等に
て、周知が図られてい
る。職員の行動規範と
なるように、職員必携に
具体的に表記している。
分かりやすく説明した資
料も用意している。

ホームページ
パンフレット
各種通知文
家族向け通知
文
人事考課

　理念、基本方針はパン
フレット、ホームページに
記載されている。また、職
員必携にも内容が分かり
やすく表記しており、職員
会内で施設長より、説明
し資料を配布している。

自
己
評
価

第
三
者
評
価

a

兵庫県福祉サービス　令和5年度　第三者評価結果  　(障害者・児施設版）

事業所名：　ななくさ学園 種別：　障害児･者入所施設

施設記入欄 評価調査者記入欄

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１　理念･基本方針

Ⅰ－１-(1)　理念、基本方針が確立・周知されている。

【1】Ⅰ－１-(1)-①　理念、基本方針が明文化され周知が
図られている。

　理念・基本方針は、
ホームページ及びパンフ
レット等に明記されてお
り、施設内にも掲示され
ている。また、職員・家族
には年度始まりに事業方
針とともに説明を行って
いる。

評価基準



令和５年度ななくさ学園

3 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 社会福祉事業全体の動向について、具体的に把握し分
析している。 ■ ■

② 地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把握し分析し
ている。 ■ ■

③ 利用者数・利用者像等、福祉サービスのニーズ、潜在的
利用者に関するデータを収集するなど、法人（福祉施設・
事業所）が位置する地域での特徴・変化等の経営環境
や課題を把握し分析している。

■ ■

④ 定期的に福祉サービスのコスト分析や福祉サービス利
用者の推移、利用率等の分析を行っている。 ■ ■

① 経営環境や実施する福祉サービスの内容、組織体制や
設備の整備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状
分析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らかにして
いる

■ ■

② 経営状況や改善すべき課題について、役員（理事・監事
等）間での共有がなされている。 ■ ■

③ 経営状況や改善すべき課題について、職員に周知して
いる。 ■ ■

④ 経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組が進めら
れている。 ■ ■

　児童福祉における動向
や地域のニーズ・社会環
境の分析を施設長を中
心に行い、職員に共有し
ている。毎月の利用率や
利用状況の把握だけで
なく、経費の分析を行い、
安定した収支状況になる
よう取り組んでいる。ま
た、分析結果から得られ
た課題を中・長期計画や
事業計画に明記してい
る。

　入所者数は安定してお
り、空床利用で短期入所
を受け入れている。措置
入所の問い合わせも多
く、６市１町の家庭支援セ
ンターと連携し、受け入
れを行っている。
　事業計画・事業報告
は、理事会や主任会、職
員会議等にて、報告され
ており、改善に向けた取
り組みを実施している。

a

a

　社会福祉事業全体の
経営環境の動向等の変
化を具体的に把握し、
地域のニーズ・社会環
境の分析を職員で共有
している。分析結果から
得られた課題は、中・長
期計画や事業計画に反
映させている。

　経営課題を明確にし、
解決・改善に向けて具
体的な取り組みを進め
ている。その内容は各
会議にて報告し、役員
間、職員間で共有して
いる。

福祉医療機
構資料他
中期計画・事
業計画
中期計画

事業計画・組
織図
監査通知
経営検討報
告書
施設状況報
告書

児童福祉における動向や
西宮市福祉計画などの分
析を行っている。また、経
営会議などでコストや利
用者数の分析を行ってい
る。

理事会等にて、事業計画
や事業報告等を行うと共
に課題についても共有し
ている。また、その内容に
ついては、職員会議で周
知を行い、改善に向けた
取組を行っている。

a

a

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２-(1)　経営環境の変化等に適切に対応している。

【2】Ⅰ－２-(1)-①　事業経営をとりまく環境と経営状況が
的確に把握・分析されている。

【3】Ⅰ－２-(1)-②  経営課題を明確にし、具体的な取り組
みを進めている。



令和５年度ななくさ学園

4 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 中・長期計画において、理念や基本方針の実現に向けた
目標（ビジョン）を明確にしている。 ■ ■

② 中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・改善に向け
た具体的な内容になっている。 ■ ■

③ 中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等を設定す
ることなどにより、実施状況の評価を行える内容となって

る

■ ■

④ 中・長期計画は必要に応じて見直しを行っている。

■ ■

① 単年度の計画には、中・長期計画の内容を反映した単年
度における事業内容が具体的に示されている。 ■ ■

② 単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内容となっ
ている。 ■ ■

③ 単年度の事業計画は、単なる「行事計画」になっていな
い。 ■ ■

④ 単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成果等を設
定することなどにより、実施状況の評価を行える内容と
なっている。

■ ■

　将来の入所定員や地
域のニーズを見据えた計
画を作成している。中堅
層の離職が課題となって
おり、離職防止の為、教
育制度の充実等を図って
いる。
　利用者にとってよりよい
支援になるよう適宜見直
しを行っており、新たに心
理士を配置し、利用者の
心理的支援に力を入れ
るようにしている。

　中・長期計画に沿った
単年度事業計画が作成
されている。達成目標を
数値化することで、成果
等が明確になっている。
人事考課や施設長面談
を通じ、職員の意見やや
りたいことを積極的に反
映させており、ライフス
テージ別支援などに取り
組んでいる。

a

a

　経営課題や問題点の
解決・改善に向けた、具
体的な内容となっている
ビジョンを明確にして、
中・長期計画に反映さ
せている。

　単年度の計画は中・
長期計画を踏まえてお
り、実行可能な具体的
内容となっている。達成
目標を具体的に数値化
することで、成果等が明
確になり、評価も行えて
いる。

中期計画

財務計画
事業計画

ななくさ学園中期経営計
画を策定し、定期的に見
直しを行っている。

単年度の事業計画は中
期経営計画を反映したも
のとしており、目標数値を
示すなど、具体的な内容
としている。

a

a

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ-３-(1)　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

【4】Ⅰ-３-(1)-①　中・長期的なビジョンを明確にした計画
が策定されている。

【5】Ⅰ-３-(１)-②　中・長期計画を踏まえた単年度の計画
が策定されている。



令和５年度ななくさ学園

5 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反映のもとで
策定されている。 ■ ■

② 計画期間中において、事業計画の実施状況が、あらかじ
め定められた時期、手順にもとづいて把握されている。 ■ ■

③ 事業計画が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ
いて評価されている。 ■ ■

④ 評価の結果にもとづいて事業計画の見直しを行ってい
る。 ■ ■

⑤ 事業計画が、職員に周知（会議や研修会における説明
等が）されており、理解を促すための取組を行っている。 ■ ■

① 事業計画の主な内容が、利用者や家族等に周知（配布、
掲示、説明等）されている。 ■ ■

② 事業計画の主な内容を利用者会や家族会等で説明して
いる。 ■ ■

③ 事業計画の主な内容を分かりやすく説明した資料を作成
するなどの方法によって、利用者等がより理解しやすい
ような工夫を行っている。

■ ■

④ 事業計画については、利用者等の参加を促す観点から
周知、説明の工夫を行っている。

■ ■

　具体的な事業内容は、
職員からの意見や提案
を収集し、積極的に反映
させ、事業計画を作成し
ている。進捗状況に応じ
て、定期的に確認し、必
要であれば見直してい
る。
　職員から意見があった
退所後のアフターフォ
ローなども積極的に取り
組んでいる。

　保護者会での説明を中
心に家族等に発信してい
る。次年度からは、タイム
ラインシステムを導入予
定であり、利便性向上を
図る予定である。
　利用者には、「なかよし
会」などで説明するととも
に、利用者が関心のある
行事等については、施設
内にわかりやすく掲示
し、口頭でその都度伝え
ている。

a

a

　事業計画の策定と実
施状況の把握や評価・
見直しが組織的に行わ
れ、職員に周知されて
いる。職員からの意見
や提案も積極的に反映
させている。

　事業計画は、分かりや
すく作成されたリーフ
レットットを配布して、保
護者や利用者等に周知
されている。園内にも掲
示されている。

幹部会
事業計画報
告他
職員会議

「なかよし会」
資料
保護者会通
知他

事業計画の策定について
は、各フロアからの意見
を集約したものを主任会
にて確認し作成している。
計画については、確定
後、職員会議にて周知し
ている。

事業計画については、保
護者会にて分かりやすい
リーフレットを配布し説明
している。利用者にも同
様の物を掲示している。

a

a

【6】Ⅰ-３-(２)-①　事業計画の策定と実施状況の把握や
評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解している。

【7】Ⅰ-３-(２)-②　事業計画は、利用者等に周知され、理
解を促している。

Ⅰ-３-(２)　事業計画が適切に策定されている。



令和５年度ななくさ学園

6 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

　

① 組織的にＰＤＣＡサイクルにもとづく福祉サービスの質の
向上に関する取組を実施している。 ■ ■

② 福祉サービスの内容について組織的に評価（C：Check）
を行う体制が整備されている。 ■ ■

③ 定められた評価基準にもとづいて、年に１回以上自己評
価を行うとともに、第三者評価等を定期的に受審してい
る

■ ■

④ 評価結果を分析・検討する場が、組織として位置づけら
れ実行されている。 ■ ■

① 評価結果を分析した結果やそれにもとづく課題が文書化
されている。 ■ ■

② 職員間で課題の共有化が図られている。
■ ■

③ 評価結果から明確になった課題について、職員の参画
のもとで改善策や改善計画を策定する仕組みがある。 ■ □

④ 評価結果にもとづく改善の取組を計画的に行っている。
■ ■

⑤ 改善策や改善の実施状況の評価を実施するとともに、必
要に応じて改善計画の見直しを行っている。 □ ■

　主任以上の職員を中心
に毎年自己評価を行い、
サービスの質について振
り返りを実施している。３
年ごとに第三者評価を受
審しており、定期的に見
直しを行い、質の向上に
繋げている。

　主任を中心に過去の評
価結果を分析し、職員間
で課題を共有し、改善計
画を策定している。自己
評価は職員の振り返りや
気づきにつながる貴重な
機会でもあるので、より
多くの職員が参画できる
取り組みを検討いただき
たい。

a

b

　福祉サービスの質の
向上に向けた取り組み
が、ＰＤＣＡサイクルに
基づいて組織的に行わ
れている。

　評価結果にもとづき組
織として取組むべき課
題を明確にし、計画的
な改善策に取り組んで
いる。

事業計画資
料
自己チェック
シート他

第三者評価
指摘事項

利用者サービスについて
は、実施後にアンケートを
行うなどして次回実施時
の改善点としている。
また、福祉サービス自己
評価は毎年度行ってい
る。

自己評価結果について
は、改善点を職員間にて
共有し、各担当者にて取
り組みを行っている。

a

b

Ⅰ－４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

Ⅰ-４-(1)　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行わ
れている。

【8】Ⅰ-４-(1)-①　福祉サービスの質の向上に向けた取組
が組織的に行われ、機能している。

【9】Ⅰ-４-(１)-②　評価結果にもとづき組織として取組む
べき課題を明確にし、計画的な改善策を実施している。



令和５年度ななくさ学園

7 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 管理者は、自らの福祉施設・事業所の経営・管理に関す
る方針と取組を明確にしている。 ■ ■

② 管理者は、自らの役割と責任について、組織内の広報誌
等に掲載し表明している。 ■ ■

③ 管理者は、自らの役割と責任を含む職務分掌等につい
て、文書化するとともに、会議や研修において表明し周
知が図られている。

■ ■

④ 平常時のみならず、有事（災害、事故等）における管理者
の役割と責任について、不在時の権限委任等を含め明
確化されている。

■ ■

① 管理者は、遵守すべき法令等を十分に理解しており、利
害関係者（取引事業者、行政関係者等）との適正な関係
を保持している。

■ ■

② 管理者は、法令遵守の観点での経営に関する研修や勉
強会に参加している。 ■ ■

③ 管理者は、環境への配慮等も含む幅広い分野について
遵守すべき法令等を把握し、取組を行っている。 □ ■

④ 管理者は、職員に対して遵守すべき法令等を周知し、ま
た遵守するための具体的な取組を行っている。 ■ ■

　管理者は、職場のハラ
スメント等、労務管理全
般に関する事だけでな
く、厚生労働省令なども
適宜確認を行っている。
法人内だけでなく、外部
の研修等にも参加し、情
報収集に努めている。内
容については、共有フォ
ルダに格納するととも
に、職員会議で周知して
いる。

　管理者の役割及び責
任については、施設の分
掌表に明示し、有事の場
合についても緊急連絡網
等に明記している。職員
への周知については、年
度始まりの職員会議で説
明を行うとともに、月１回
実施される消防訓練等で
職員の理解を図ってい
る。

a

a

　管理者は、自らの役
割と責任を施設の分掌
表や緊急連絡網に明記
し、職員に対して表明し
理解を図っている。

　管理者は、遵守すべ
き法令等を正しく把握
し、職員に対して周知し
ている。環境への配慮
を含む幅広い分野につ
いても遵守すべき法令
を把握し、取り組んでい
る。

経営方針
中期計画
職員会議報
告
学園だより他

法令リスト
研修案内
事業計画
あいサポート
打合せ

施設長は、年度初めの職
員会議にて、経営方針と
取組責任者の職務につい
て周知すると共に分掌業
務一覧にも明記してい
る。また、各種の防災計
画にも役割と責任を記載
している。

必要な法令を理解し、子
ども家庭センターや障害
福祉課との連携を行って
いる。また、会議等では
障害者虐待防止法などの
説明を行う機会を設けて
いる。

a

b

【10】Ⅱ-１-(1)-①　管理者は、自らの役割と責任を職員に
対して表明し理解を図っている。

【11】Ⅱ-１-(1)-②　遵守すべき法令等を正しく理解するた
めの取組を行っている。

Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ-１-(1)　管理者の責任が明確にされている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 管理者は、実施する福祉サービスの質の現状について
定期的、継続的に評価・分析を行っている。 ■ ■

② 管理者は、福祉サービスの質に関する課題を把握し、改
善のための具体的な取組を明示して指導力を発揮して

る

□ ■

③ 管理者は、福祉サービスの質の向上について組織内に
具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極的に参画
し る

■ ■

④ 管理者は、福祉サービスの質の向上について、職員の
意見を反映するための具体的な取組を行っている。 ■ ■

⑤ 管理者は、福祉サービスの質の向上について、職員の
教育・研修の充実を図っている。 ■ ■

① 管理者は、経営の改善や業務の実効性の向上に向け
て、人事、労務、財務等を踏まえ分析を行っている。 ■ ■

② 管理者は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、人
員配置、職員の働きやすい環境整備等、具体的に取り
組ん る

■ ■

③ 管理者は、経営の改善や業務の実効性の向上に向け
て、組織内に同様の意識を形成するための取組を行って

る

■ ■

④ 管理者は、経営の改善や業務の実効性を高めるために
組織内に具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極
的に参画している。 ■ ■

　管理者は、職員の主体
性、自発性を尊重し、自
らも現場に入り、コミュニ
ケーションを図っている。
さらに、対話研修等を通
じて、職員の意見や声を
聞き取り、福祉サービス
の質を高める取り組みを
している。

　管理者は副園長、主任
と協力して経営、人事、
労務等についての共有を
図っている。毎月、有給
取得及び時間外勤務状
況をリスト化し、労働環境
の整備に努めている。働
きやすい職場環境のた
めに、職員の意見や意向
をもとに改善策を検討
し、業務の効率化、適切
な職員配置等を実施して
いる。

a

a

　管理者は、福祉サー
ビスの質の現状につい
て定期的、継続的に評
価・分析を行い、具体的
な体制を構築し積極的
に参加する等、指導力
を発揮している。

　管理者は、副園長、主
任と協力して経営、人
事、労務等についての
共有を図り、経営の改
善や業務の実行性を高
める取り組みに指導力
を発揮している。

主任会資料
幹部会資料
他

人員計画
経営検討資
料
年休・超勤報
告
定例主任会
報告他

各種委員会を開催し、
サービスの質向上に対す
る取り組みを明示してい
る。また、対話研修を通じ
て職員の意見、提案にも
対応している。

毎月、経営会議を開催
し、経営状況を分析し取り
組みを行っている。また
主任会を開催し、意思伝
達と取り組みを行える体
制づくりを行っている。

b

a

Ⅱ-１-(2)　管理者のリーダーシップが発揮されている。

【12】Ⅱ-１-(2)-①　福祉サービスの質の向上に意欲をも
ち、その取組に指導力を発揮している。

【13】Ⅱ-１-(2)-②　経営の改善や業務の実行性を高める
取組に指導力を発揮している。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方
や、福祉人材の確保と育成に関する方針が確立してい
る

■ ■

② 福祉サービスの提供に関わる専門職（有資格の職員）の
配置等、必要な福祉人材や人員体制について具体的な
計画がある。

■ ■

③ 計画にもとづいた人材の確保や育成が実施されている。
■ ■

④ 法人（福祉施設・事業所）として、効果的な福祉人材確保
（採用活動等）を実施している。 ■ ■

① 法人（福祉施設・事業所）の理念・基本方針にもとづき
「期待する職員像等」を明確にしている。 ■ ■

② 人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等に関する基
準）が明確に定められ、職員等に周知されている。 ■ ■

③ 一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や職務遂行
能力、職務に関する成果や貢献度等を評価している。 ■ ■

④ 職員処遇の水準について、処遇改善の必要性等を評
価・分析するための取組を行っている。 ■ ■

⑤ 把握した職員の意向・意見や評価・分析等にもとづき、改
善策を検討・実施している。 ■ ■

⑥ 職員が、自ら将来の姿を描くことができるような総合的な
仕組みづくりができている。 ■ ■

　本部が法人として必要
な人材や育成及び確保
に関する姿勢、考え方に
ついて方針を示してい
る。計画に基づき、適切
に人材確保や育成を実
施している。

　法人として、人事考課
制度が確立しており、昇
格等の基準は明示、職
員に周知されている。人
事考課シートを用いて、
職務遂行能力、職務に関
する成果や貢献等の項
目を確認している。人事
考課や対話研修を通じ、
職員が意見を言える体
制となっている。資格支
援制度や段階別研修を
通じて、将来の姿が描き
やすくなっている。

a

a

　必要な福祉人材の確
保・定着等に関する具
体的な計画が確立し、
計画に基づいた人材の
確保や育成が実施され
ている。

　法人の「期待する職員
像」を明確にし、一定の
人事基準に基づき、職
員が自らの将来の姿を
描くことができるような
総合的なしくみづくりが
実施されている。

マイナビHP
人員計画

職員研修
事業計画
対話研修
人事考課

事業団として福祉フェア
の参加やインターンシップ
などを通じての採用活動
を行っているとともに、適
切な人員配置を行い、年
度初めの会議で職員の
役割や事務分掌につい
て、文書化して周知して
いる。

阪神福祉事業団の運営
理念や行動規範を周知し
ているとともに、人事考課
シートに基づく効果面談
や研修計画により、職員
評価と育成を行っている。
また考課者面談や施設長
による対話研修による意
見を反映させている。

a

a

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ-２-(1)　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が
整備されている。

【14】Ⅱ-２-(1)-①　必要な福祉人材の確保・定着等に関す
る具体的な計画が確立し、取組が実施されている。

【15】Ⅱ-２-(1)-②　総合的な人事管理が行われている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 職員の就業状況や意向の把握等にもとづく労務管理に
関する責任体制を明確にしている。 ■ ■

② 職員の有給休暇の取得状況や時間外労働のデータを定
期的に確認するなど、職員の就業状況を把握している。 ■ ■

③ 職員の心身の健康と安全の確保に努め、その内容を職
員に周知している。 ■ ■

④ 定期的に職員との個別面談の機会を設ける、職員の悩
み相談窓口を組織内に設置するなど、職員が相談しや
すいような組織内の工夫をしている。

■ □

⑤ 職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利厚生を実
施している。 ■ ■

⑥ ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を行っている。
■ ■

⑦ 改善策については、福祉人材や人員体制に関する具体
的な計画に反映し実行している。 ■ ■

⑧ 福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅力を高め
る取組や働きやすい職場づくりに関する取組を行ってい
る

■ ■

　管理者は、副園長や主
任と協力し、労務管理を
実施している。毎月、職
員の有給取得及び時間
外勤務状況を把握してい
る。シフト制にすること
で、役割分担を行い、時
間外労働を減らす取り組
みを実施している。
　法人として福利厚生が
整備されている。ワーク
ライフバランスに配慮す
る為、主任が各職員にヒ
アリングを行い、できるだ
け希望に応じたシフト体
制が組まれている。た
だ、職員のメンタルヘル
スケアの充実に向け、外
部による相談窓口の設
置を検討いただきたい。

ｂ

　職員の就業状況や意
向を把握し、働きやすい
職場づくりに取り組んで
いる。対話研修は定期
的に機会を設けるので
はなく、職員からの要望
に対応している。

年休取得表
ハラスメント通
知他

年間最低5日は年休を消
化することを最低条件とし
ている。職員との対話研
修を通じて職員からの要
望に対応している。

a

Ⅱ-２-(2)　職員の就業状況に配慮がなされている。

【16】Ⅱ-２-(2)-①　職員の就業状況や意向を把握し、働き
やすい職場づくりに取組んでいる。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 組織として「期待する職員像」を明確にし、職員一人ひと
りの目標管理のための仕組みが構築されている。 ■ ■

② 個別面接を行う等組織の目標や方針を徹底し、コミュニ
ケーションのもとで職員一人ひとりの目標が設定されて

る

■ ■

③ 職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、目標水準、
目標期限が明確にされた適切なものとなっている。 ■ ■

④ 職員一人ひとりが設定した目標について、中間面接を行
うなど、適切に進捗状況の確認が行われている。 ■ ■

⑤ 職員一人ひとりが設定した目標について、年度当初・年
度末（期末）面接を行うなど、目標達成度の確認を行って

る

■ ■

① 組織が目指す福祉サービスを実施するために、基本方
針や計画の中に、「期待する職員像」を明示している。 ■ ■

② 現在実施している福祉サービスの内容や目標を踏まえ
て、基本方針や計画の中に、組織が職員に必要とされる
専門技術や専門資格を明示している。

■ ■

③ 策定された教育・研修計画にもとづき、教育・研修が実施
されている。 ■ ■

④ 定期的に計画の評価と見直しを行っている。
■ ■

⑤ 定期的に研修内容やカリキュラムの評価と見直しを行っ
ている。 ■ ■

　正規職員は、人事考課
シートを通じて定期的に
面談を重ねることで自身
の目標を設定している。
　非正規職員について
は、管理者が面談を通じ
て、意向を聴き反映して
いる。今後、非正規職員
育成のため目標設定や
人事考課などの整備に
期待したい。

　法人として、職員の教
育や研修のための方針、
期待する職員像を事業
方針に明記している。そ
れを基に、研修計画を作
成し内容等の評価・見直
しを行っている。施設とし
ては、事業計画の中に年
間研修計画が立てられて
おり、研修費用が予算建
てされている。

a

a

　正規職員一人ひとり
の目標管理のために仕
組みが構築され、目標
の達成に向けた取り組
みを行っている。

　職員の教育・研修に関
する基本方針や計画が
策定され、教育・研修が
実施されている。研修
費用の補助も用意され
ている。

人事考課他

研修打合せ
資料

考課者面談、評価を通じ
て半年に一度、職員自身
の目標設定と達成度の確
認を行っている。

各職位別に応じた研修計
画に基づく教育を実施す
るとともに、センター内の
研修と外部研修を計画的
に実施している。

a

a

Ⅱ-２-(3)　職員の質の向上に向けた体制が確立されてい
る。

【17】Ⅱ-２-(3)-①　職員一人ひとりの育成に向けた取組を
行っている。

【18】Ⅱ-２-(3)-②　職員の教育・研修に関する基本方針や
計画が策定され、教育・研修が実施されている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等
を把握している。 ■ ■

② 新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配慮した個別
的なＯＪＴが適切に行われている。 ■ ■

③ 階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の機会を確
保し、職員の職務や必要とする知識・技術水準に応じた
教育・研修を実施している。

■ ■

④ 外部研修に関する情報提供を適切に行うとともに、参加
を勧奨している。 ■ ■

⑤ 職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加できるよう配
慮している。 ■ ■

　職員の経験に応じた段
階別研修を行っている。
新人職員や異動してきた
職員へは個別的なOJTを
行い、不安の軽減に努め
ている。職員自身が受け
たい研修を自発的に受
講できる体制が整えられ
ており、参加しやすい環
境である。

a

　個別の職員の知識、
技術水準、専門資格の
取得状況等を把握し、
職員一人ひとりに教育・
研修の機会が確保され
ている。

研修打合せ
資料

各職位別に応じた研修計
画に基づく教育を実施す
るとともに、センター内の
研修と外部研修を計画的
に実施している。

a

【19】Ⅱ-２-(3)-③　 職員一人ひとりの教育・研修の機会が
確保されている。



令和５年度ななくさ学園

13 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の教育・育成
に関する基本姿勢を明文化している。 ■ ■

② 実習生等の福祉サービスの専門職の教育・育成につい
てのマニュアルが整備されている。 ■ ■

③ 専門職種の特性に配慮したプログラムを用意している。
■ ■

④ 指導者に対する研修を実施している。
□ □

⑤ 実習生については、学校側と、実習内容について連携し
てプログラムを整備するとともに、実習期間中においても
継続的な連携を維持していくための工夫を行っている。

■ ■

　実習生対応マニュアル
を整備しており、年間２０
名程度の実習生を受け
入れている。副園長を中
心に学校教員と連携し、
改善点や評価に向け、協
力関係を築くようにしてい
る。次年度は従来通り、
受け入れていく予定であ
る。

a

　実習生等の福祉サー
ビスに関わる専門職の
教育・育成について体
制を整備し、積極的な
取り組みをしている。

オリエン資料・
評価シート

実習生の受け入れについ
ては、事前のオリエン
テーションに加えて実習
期間中の中間報告会と反
省会を通じて学びの内容
を確認している。

b

Ⅱ-２-(4)　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研
修・育成が適切に行われている。

【20】Ⅱ-２-(4)-①　実習生等の福祉サービスに関わる専
門職の教育・育成について体制を整備し、積極的な取組



令和５年度ななくさ学園

14 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① ホームページ等の活用により、法人、福祉施設・事業所
の理念や基本方針、提供する福祉サービスの内容、事
業計画、事業報告、予算、決算情報が適切に公開されて
いる

■ ■

② 福祉施設・事業所における地域の福祉向上のための取
組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談の体制
や内容について公表している。

■ □

③ 第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や内容にもと
づく改善・対応の状況について公表している。 ■ ■

④ 法人（福祉施設・事業所）の理念、基本方針やビジョン等
について、社会・地域に対して明示・説明し、法人（福祉
施設・事業所）の存在意義や役割を明確にするように努
めている

■ ■

⑤ 地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行っている活
動等を説明した印刷物や広報誌等を配布している。

■ ■

　法人としてホームペー
ジを通じて情報発信、公
表をしている。施設として
もお便りや家族会など
で、随時利用者の様子や
行事等を発信している。
昨年度は苦情がなく、公
表には至らなかったが、
要望に関する報告は公
表している。
　苦情・相談窓口として、
第三者委員の氏名及び
連絡先を、重要事項説明
書等に明記していただき
たい。

ｂ

　社会福祉法人として必
要な情報がホームペー
ジ等で開示されており、
第三者評価の受審につ
いても公表している。

事業報告他

第三者評価を受審すると
ともに、毎年自己評価を
行いサービスの質の確保
を行っている。

a

Ⅱ-３-(1)　運営の透明性を確保するための取組が行われて
いる。

【21】Ⅱ-３-(1)-①　運営の透明性を確保するための情報
公開が行われている。

Ⅱ-３　運営の透明性の確保



令和５年度ななくさ学園

15 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 福祉施設・事業所における事務、経理、取引等に関する
ルールが明確にされ、職員等に周知している。 ■ ■

② 福祉施設・事業所における事務、経理、取引等に関する
職務分掌と権限・責任が明確にされ、職員等に周知して

る

■ ■

③ 福祉施設・事業所における事務、経理、取引等につい
て、必要に応じて外部の専門家に相談し、助言を得てい
る

□ ■

④ 福祉施設・事業所における事務、経理、取引等について
内部監査を実施するなど、定期的に確認されている。 ■ ■

⑤ 外部監査の活用等により、事業、財務に関する外部の専
門家によるチェックを行っている。 ■ ■

⑥ 外部監査の結果や公認会計士等による指導や指摘事項
にもとづいて、経営改善を実施している。 ■ ■

　法人として必要な事
務、経理等に関する規
定、職務分掌等が整備さ
れ、職員に周知されてい
る。公認会計士は、法人
として契約しており、年２
回の内部統制と会計監
査、法人監事による期末
監査を定期的に実施して
いる。大規模修繕も計画
を立て、適正な運営を
行っている。

a

　法人として必要な事
務、経理等に関する規
定、職務分掌等が整備
され、職員に周知されて
いる。公正かつ透明性
の高い適正な経営・運
営のための取り組みが
行われている。必要に
応じて、法人として契約
している公認会計士に
相談し、助言を得てい
る。

内部監査通
知

事務、経理、取引等につ
いては内部監査や外部
監査を実施し、適正な運
営を行っている。しかし関
西外で外部の専門家の
助言は得ていない。

b

【22】Ⅱ-３-(1)-②　公正かつ透明性の高い適正な経営・運
営のための取組が行われている。



令和５年度ななくさ学園

16 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 地域との関わり方について基本的な考え方を文書化して
いる。 ■ ■

② 活用できる社会資源や地域の情報を収集し、掲示板の
利用等で利用者に提供している。 □ ■

③ 利用者の個別的状況に配慮しつつ地域の行事や活動に
参加する際、必要があれば職員やボランティアが支援を
行う体制が整っている。

□ ■

④ 福祉施設・事業所や利用者への理解を得るために、地
域の人々と利用者との交流の機会を定期的に設けてい
る

□ ■

⑤ 利用者の買い物や通院等日常的な活動についても、定
型的でなく個々の利用者のニーズに応じて、地域におけ
る社会資源を利用するよう推奨している。

■ ■

① ボランティア受入れに関する基本姿勢を明文化してい
る。 ■ ■

② 地域の学校教育等への協力について基本姿勢を明文化
している。 □ ■

③ ボランティア受入れについて、登録手続、ボランティアの
配置、事前説明等に関する項目が記載されたマニュアル
を整備している。

■ ■

④ ボランティアに対して利用者との交流を図る視点等で必
要な研修、支援を行っている。 □ ■

⑤ 学校教育への協力を行っている。
■ ■

　コロナ下で積極的な交
流はできなかった。５月
に緩和されてからは、自
力外出が認められている
利用者に限り少しずつ外
出の機会を設け、地域の
公園やスーパーへの外
出を行っていた。地域の
行事やイベント案内を通
じて情報提供するなど、
余暇活動として参加して
いる。

　ボランティアに関するマ
ニュアル、担当者を整備
している。ただ、積極的な
受け入れは行えていない
が、初回訪問時に施設概
要や障害特性等のおお
まかな説明、研修を実施
している。今後は、行事
の折だけでなく、日常的
に受け入れを増やしてい
きたいと計画している。

a

a

　コロナ下、保護者によ
るボランティアは継続し
ていた。毎月の音楽療
法も継続して実施してい
る。コロナ前は施設支
援のボランティアもあっ
たが縮小傾向にある。
実習生の受け入れにつ
いては需要があれば準
備していきたいと考えて
いる。

　５月に実施された「る
んるんさくらウォーク」で
は138名の参加があっ
た。「だんだんミーツ」主
催でのボッチャ大会や
スタンプラリーなどの多
彩な催しに参加してい
る。委員会、協議会へ
出席することで外部交
流や意見交換・情報の
共有を行っている。

段上地区地
区
社会福祉協
議会報告書

ボランティア
受け入れガイ
ド
保険の手続き

コロナ禍という状況下で
あり、地域との交流は積
極的に行っていないが、5
月の緩和以降からは自力
外出が認められている利
用者へバトミントン大会の
案内、レンタルビデオ店
の案内、花火大会の案内
を行い、それぞれ余暇活
動として参加している。

コロナ禍という状況下で
あり、ボランティア活動は
積極的に行っていない。
現在はボランティアに対
する研修会も実施してい
ない。

b

b

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献

Ⅱ-４-(1)　地域との関係が適切に確保されている。

【23】Ⅱ-４-(1)-①　利用者と地域との交流を広げるための
取組を行っている。

【24】Ⅱ-４-(1)-②　ボランティア等の受入れに対する基本
姿勢を明確にし体制を確立している。



令和５年度ななくさ学園

17 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 当該地域の関係機関・団体について、個々の利用者の
状況に対応できる社会資源を明示したリストや資料を作
成し る

■ ■

② 職員会議で説明するなど、職員間で情報の共有化が図
られている。 ■ ■

③ 関係機関・団体と定期的な連絡会等を行っている。
■ ■

④ 地域の関係機関・団体の共通の問題に対して、解決に向
けて協働して具体的な取組を行っている。 ■ ■

⑤ 地域に適当な関係機関・団体がない場合には、利用者
のアフターケア等を含め、地域でのネットワーク化に取り
組んでいる。 ■ ■

　学校、医療機関、家庭
センター等とは、個々の
カンファレンスだけでな
く、必要に応じて情報交
換に努め、密に連携を
図っている。西宮市及び
宝塚市の自立支援協議
会に参加し地域の現状
や課題等についての情
報共有をしている。卒業
後の進路の状況に関して
も関係機関とは情報共有
に努めるとともに、いつで
も相談できる体制を整備
している。

a

　地域移行支援につい
ては十分な準備期間を
経て各施設・事業所と
密接に連携を取りなが
ら実施している。各種部
会には定期的及び随時
参加し情報交換・共有
を行っている。

にしのみや子
育てガイド
あんしん相談
窓口
連絡会報告
書
しごと部会報
告書
地域生活移
行連絡会活
動報告書
みやっこ会議
活動報告書

学校、病院、家庭センター
などカンファレンスなどを
通じて連携を図り、個別
の支援を行っている。ま
た西宮市や宝塚市の自
立支援協議会に参加し
て、地域の問題や課題に
対応している。卒業後の
進路に向けては他事業所
とも連携を密にして、アフ
ターフォローも実施してい
る。

a

Ⅱ-４-(2)　関係機関との連携が確保されている。

【25】Ⅱ-４-(2)-①　福祉施設・事業所として必要な社会資
源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われてい



令和５年度ななくさ学園

18 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

①
■ ■

① 把握した福祉ニーズに基づいて、法で定められた社会福
祉事業にとどまらない地域貢献に関わる事業・活動を提
供し る

■ ■

② 把握した福祉ニーズ等に基づいた具体的な事業・活動
を、計画等で明示している。 □ ■

③ 多様な機関等と連携をして、社会福祉分野のみならず、
地域コミュニティの活性化やまちづくりなどにも貢献して

る

□ □

④ 福祉施設・事業所が有する福祉サービスの提供に関す
るノウハウや専門的な情報を、地域に還元する取組を積
極的に行 る

■ □

⑤ 地域の防災対策や、被災時における福祉的な支援を必
要とする人々、住民の安全・安心のための備えや支援の
取り組みを行っている。

■ ■

　西宮市の連絡協議会
や地域の福祉委員会等
に参加し、地域現状や課
題について共有を図り、
行事内容などを協議する
など改善に向けた検討を
行っている。

　西宮市の自立支援協
議会を通じて、地域の福
祉ニーズ等を把握し、他
事業所と連携して地域活
動を行っている。防災対
策については、自治会を
通じて協力を要請し、訓
練に参加してもらいアド
バイスを得ている。必要
な情報提供や積極的な
協力関係は築いている
が、福祉分野にとどまら
ない独自の地域へのまち
づくりに関する活動等に
は至っていない。

a

b

　地域移行支援につい
ては十分な準備期間を
経て各施設・事業所とも
密接に連携を取りなが
ら実施している。各種部
会への参加により、情
報交換・共有を行ってい
る。子ども家庭支援セン
ターとは密に連携を図っ
ている

　消防訓練は、自治会
を通じて参加を募り学
園での訓練に参加して
もらっている。自主訓練
については毎月１回実
施、夜間想定訓練も実
施している。地域移行
支援については十分な
準備期間を経て各施
設・事業所と密接に連
携を取りながら実施して
いる。卒園後についても
１年間はアフターフォ
ロー体制を完備してい
る。

にしのみや子
育てガイド
あんしん相談
窓口
連絡会報告書
こども部会報告
書
しごと部会報告
書
地域生活移行
連絡会活動報
告書
みやっこ会議
活動報告書
障害者権利条
約と総括所見

消火訓練案
内
消火訓練実
施報告書（地
域住民合同）

西宮市の連絡協議会に
参加し地域の課題につい
て課題を把握i努めてい
る。段上福祉委員会の行
事に参加するなど地域交
流も行っている。

西宮市の自立支援協議
会に参加し、地域の課題
対して改善を行っている。
卒園生に対して定期的な
連絡を取り、困りごとの相
談などを行い、地域移行
が定着するように努めて
いる。卒園生が困ってい
るときには、必要に応じて
他事業所にアドバイスを
行うなどの対応も行って
いる。地域と協力して消
火訓練を行っている。

b

a

福祉施設・事業所が実施する事業や運営員会の開催、
関係機関・団体との連携、地域の各種会合への参加、地
域住民との交流活動などを通じて、地域福祉のニーズや
生活課題などの把握に努めている。

Ⅱ-４-(３)　地域の福祉向上のための取組を行っている。

【26】Ⅱ-４-(３)-①　福祉施設・事業所が有する機能を地
域に還元している。

【27】Ⅱ-４-(３)-②　地域の福祉ニーズにもとづく公益的な
事業・活動が行われている。



令和５年度ななくさ学園

19 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 理念や基本方針に、利用者を尊重した福祉サービスの
実施について明示し、職員が理解し実践するための取組
を行っている。

■ ■

② 利用者を尊重した福祉サービスの提供に関する「倫理綱
領」や規程等を策定し、職員が理解し実践するための取
組を行っている。

■ ■

③ 利用者を尊重した福祉サービス提供に関する基本姿勢
が、個々の福祉サービスの標準的な実施方法等に反映
されている。

■ ■

④ 利用者の尊重や基本的人権への配慮について、組織で
勉強会・研修を実施している。 ■ ■

⑤ 利用者の尊重や基本的人権への配慮について、定期的
に状況の把握・評価等を行い、必要な対応を図ってい
る

■ ■

　理念や基本方針に基づ
いた利用者を尊重した支
援が具体的に明示され、
職員は日々実践に努め
ている。虐待防止や人権
配慮等、定期的に状況把
握、評価を行っている。
特に新人研修では人権
に関して重視して行って
いる。今期から、心理士
の配置によるメンタルサ
ポート体制が図られてい
る。

a

　本年度より心理士の
配置によりメンタルサ
ポートを充実させるよう
チームサポート体制を
構築している。事業団
職員についての規範や
心得などについては、
新人研修を通じて実施
している。

学園園長の
新年度抱負
職員研修の
概要

・虐待防止、異性利用者
への対応、個人情報保護
についての職員研修を実
施している。
・人権配慮についての定
期的な状況の把握と評価
を行っている。
・新任職員研修や虐待防
止アンケートなどで利用
者の尊重や人権への配
慮についても学ぶ機会を
作っている。

a

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ-１-(1)　 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

【28】Ⅲ-１-(1)-①　利用者を尊重した福祉サービス提供に
ついて共通の理解をもつための取組を行っている。



令和５年度ななくさ学園
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者のプライバシー保護について、社会福祉事業に
携わるものとしての姿勢・責務等を明記したマニュアル等
が整備され 職員 研修 よりそ 理解が図られ

■ ■

規程・マニュアル等にもとづいて、プライバシーに配慮し
た福祉サービスが実施されている。

② 規定・マニュアル等にもとづいて、プライバシーに配慮し
た福祉サービスが実施されている。

■ ■

③ 一人ひとりの利用者にとって、生活の場にふさわしい快
適な環境を提供し、利用者のプライバシーを守れるよう
設備等の工夫を行っている。

■ ■

④ 利用者や家族にプライバシー保護と権利擁護に関する
取組を周知している。 ■ ■

　マニュアルは適切に整
備され、職員会議やカン
ファレンスを通じて具体
的に支援内容を確認し、
意識統一に努めている。
不適切な支援事案が
あった場合は都度検討、
改善につなげ、研修によ
り周知するようにしてい
る。現在、全居室の個室
化を進めている。

a

　利用者に関する不適
切支援事案について
は、職員間で対応につ
いての話し合いができ
ている。マニュアルや協
力体制についての共通
認識もできている。プラ
イバシー保護について
は、全居室の個室化を
順次進めている。

権利擁護・虐
待防止に関す
る実施計画書
事業計画（な
なくさ学園に
おける権利擁
護及び虐待
防止に関する
取り組み）

・虐待防止規定とマニュア
ル、プライバシー保護の
マニュアルは整備済み。
プライバシー保護や虐待
防止に関しては職員会議
で積極的に研修に取り入
れグループワークも実施
している。
・不適切な事案が発生し
た場合の対処方法につい
てのマニュアルもある。
・プライバシーに配慮し居
室の8割を個室化してい
る。

a

【29】Ⅲ-１-(1)-②　利用者のプライバシー保護等の権利
擁護に配慮した福祉サービス提供が行われている。



令和５年度ななくさ学園
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 理念や基本方針、実施する福祉サービスの内容や福祉
施設・事業所の特性等を紹介した資料を、公共施設等の
多くの人が入手できる場所に置いている。

■ ■

② 組織を紹介する資料は、言葉遣いや写真・図・絵の使用
等で誰にでもわかるような内容にしている。

■ ■

③ 福祉施設・事業所の利用希望者については、個別にてい
ねいな説明を実施している。

■ ■

④ 見学、体験入所、一日利用等の希望に対応している。 ■ ■

⑤ 利用希望者に対する情報提供について、適宜見直しを
実施している。

■ ■

① サービス開始・変更時の福祉サービスの内容に関する
説明と同意にあたっては、利用者の自己決定を尊重して

る

■ ■

② サービス開始・変更時には、利用者がわかりやすいよう
に工夫した資料を用いて説明している。

■ ■

③ 説明にあたっては、利用者や家族等が理解しやすいよう
な工夫や配慮を行っている。

■ ■

④ サービス開始・変更時には、利用者や家族等の同意を得
たうえでその内容を書面で残している。

■ ■

⑤ 意思決定が困難な利用者への配慮についてルール化さ
れ、適正な説明、運用が図られている。

■ ■

　法人等の施設案内の
資料は、主な公共施設に
置くとともに、ホームペー
ジ等でも情報発信してい
る。理念や具体的な施設
での生活の様子につい
ては、「なかよし会」で写
真やイラストを活用し、わ
かりやすく説明している。
見学希望者には、短期入
所利用・日中一時支援を
通じて、見学から宿泊ま
で段階的に利用すること
で徐々に馴染めるよう配
慮している。

　原則、利用者本人の意
思を尊重し、わかりやす
い説明を心がけている。
利用者と家族との意思疎
通が困難な場合もある
が、可能な限り納得を得
られるよう時間をかけて
説明している。利用者の
特性や障害の内容に応
じた配慮に努めている。

a

a

　措置入所の利用者が
多くを占める現状である
ため保護者との直接契
約がままならない利用
者もある。状況に応じて
の対応となっている。常
に本人希望を優先して
いる。「なかよし会」を通
じて施設の概要を写真
やイラストの活用でより
丁寧にわかりやすく説
明している。

　状況に応じての対応と
なっている。常に本人希
望を優先している。家族
や利用者との意思疎通
が困難な事例もあるが
根気よく理解を得るよう
説明を行っている。

地域移行勉
強会計画書
進路勉強会に
ついての案内
進路について
考えようアン
ケート

地域移行勉
強会計画書
進路勉強会に
ついての案内
進路について
考えようアン
ケート

・学園は児者併設の施設
であり、入所の約半数が
措置入所である。契約者
についても保護者との契
約となるが、意思確認が
できる軽度の利用者につ
いては、入所の意思を確
認してから契約を行って
いる。
・短期、日中一時の利用
希望者への対応について
は、見学、日帰り、宿泊利
用と段階を経て、子ども
が無理なく利用できるよう
に配慮している。
・施設理念をなかよし会で
利用者にわかりやすく説
明している。

・契約書、重要事項説明
書で説明している。
・意思決定が困難な利用
者については、書面で説
明し、サインをもらってい
る。
・利用者に新たな支援を
開始する際にはわかりや
すく資料を使って説明して
いる。

a

a

【30】Ⅲ-１-(2)-①　利用希望者に対して福祉サービス選
択に必要な情報を積極的に提供している。

【31】Ⅲ-１-(2)-②　福祉サービスの開始・変更にあたり利
用者等にわかりやすく説明している。

Ⅲ-１-(2)　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己
決定）が適切に行われている。



令和５年度ななくさ学園
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 福祉サービスの内容の変更にあたり、従前の内容から
著しい変更や不利益が生じないように配慮されている。

■ ■

② 他の福祉施設・事業所や地域・家庭への移行にあたり、
福祉サービスの継続性に配慮した手順と引継ぎ文書を
定め る

■ ■

③ 福祉サービスの利用が終了した後も、組織として利用者
や家族等が相談できるように担当者や窓口を設置してい
る

■ ■

④ 福祉サービスの利用が終了した時に、利用者や家族等
に対し、その後の相談方法や担当者について説明を行
い、その内容を記載した文書を渡している。

■ ■

① 利用者満足に関する調査が定期的に行われている。 ■ ■

② 利用者への個別の相談面接や聴取、利用者懇談会が、
利用者満足を把握する目的で定期的に行われている。

■ ■

③ 職員等が、利用者満足を把握する目的で、利用者会や
家族会等に出席している。

■ ■

④ 利用者満足に関する調査の担当者等の設置や、把握し
た結果を分析・検討するために、利用者参画のもとで検
討会議の設置等が行われている。

■ ■

⑤ 分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善を行ってい
る。

■ ■

　地域移行の際は、利用
者のペースに応じて進路
懇談や現場実習を持つ
など、本人の意向を尊重
している。卒業後におい
ても、関係機関との密な
連携により、いつでも相
談出来る体制を整備し、
伝えている。

　職員は、利用者の集い
である「なかよし会」に出
席するとともに、満足度
調査を実施し、利用者参
画のもとで検討するなど
意見を反映している。同
時に保護者会にも出席
し、意向を参考にしてい
る。目安箱への意見等に
ついても、「なかよし会」
で確認している。

a

a

　目安箱の意見につい
て「なかよし会」で集約し
実現につなげている。
給食アンケートもあり検
討委員会も設置されて
おり具体的な改善を目
指している。

　地域移行時は、進路
懇談から始まり現場実
習を何度も経て最終的
には利用者希望を尊重
した決定がなされてい
る。各関連の関係者・事
業所との連絡・連携は
密におこなっていること
が、ケース記録・支援日
誌で確認できる。引継ぎ
手順などのフォーマット
も用意している。

ななくさ学園
ケース記録
ななくさ学園
支援日誌

利用者満足
度調査
アンケート結
果について

・地域移行や家庭復帰に
伴い、家族や事業所への
引継等はしっかり行って
いる。
・卒業後のアフターケアと
して、気軽に相談に応じ
れる体制を確保してい
る。

・なかよし会にて満足度
調査を実施している。
・利用者の満足度向上の
為だけではないが、必要
に応じて利用者の悩みや
相談に応じている。利用
者の会や保護者会にも職
員が参加している。
・目安箱に入れた要望を
検討していく流れを策定
し、満足度向上に努めて
いる。

a

a

【32】Ⅲ-１-(2)-③　福祉施設・事業所の変更や家庭への
移行等にあたり福祉サービスの継続性に配慮した対応を

Ⅲ-１-(3)　利用者満足の向上に努めている。

【33】Ⅲ-１-(3)-①　利用者満足の向上を目的とする仕組
みを整備し、取組を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦情受付担
当者の設置、第三者委員の設置）が整備されている。

■ ■

② 苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した掲示物が掲
示され、資料を利用者等に配布し説明している。

■ ■

③ 苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）を実施するな
ど、利用者や家族が苦情を申し出しやすい工夫を行って

る

■ ■

④ 苦情内容については、受付と解決を図った記録が適切に
保管している。

■ ■

⑤ 苦情内容に関する検討内容や対応策については、利用
者や家族等に必ずフィードバックしている。

■ ■

⑥ 苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た利用者や
家族等に配慮したうえで、公表している。

■ ■

⑦ 苦情相談内容にもとづき、福祉サービスの質の向上に関
わる取組が行われている。

■ ■

　法人として、苦情解決
に関する体制は整備して
いる。苦情があった場合
は、職員に周知し、適切
に対応するとともに、事
業報告書に提示してい
る。今後は、苦情内容と
併せて解決結果等につ
いて個人情報等に配慮し
たうえで、利用者・家族・
職員が共有できるように
公表していただきたい。

ａ

　保護者からの苦情な
どもあったが内容につ
いては情報共有できて
おり回覧やフロア会議・
職員会議で共有し検討
されている。最終的には
事業報告で公表してい
る。

「指定障碍者
施設サービ
ス」利用契約
書
重要事項説
明書
社会福祉法
人阪神事業
団苦情解決
事案第三者
委員会

・事業団の苦情解決の担
当者および業務の流れ等
の資料がある。また苦情
内容等は事業報告書で
公表している。

a

Ⅲ-１-(4)　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されて
いる。

【34】Ⅲ-１-(4)-①　苦情解決の仕組みが確立しており、周
知・機能している。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者が相談したり意見を述べたりする際に、複数の方
法や相手を自由に選べることをわかりやすく説明した文
書を作成している。

■ ■

② 利用者や家族等に、その文章の配布やわかりやすい場
所に掲示する等の取組を行っている。

■ ■

③ 相談をしやすい、意見を述べやすいスペースの確保等の
環境に配慮している。

■ ■

① 職員は、日々の福祉サービスの提供において、利用者
が相談しやすく意見を述べやすいように配慮し、適切な
相談対応と意見 傾聴 努め る

■ ■

② 意見箱の設置、アンケートの実施等、利用者の意見を積
極的に把握する取組を行っている。

■ ■

③ 相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、対
応策の検討について定めたマニュアル等を整備してい
る。

■ ■

④ 職員は、把握した相談や意見について、検討に時間がか
かる場合に状況を速やかに説明することを含め迅速な

応を

■ ■

⑤ 意見等にもとづき、福祉サービスの質の向上に関わる取
組が行われている。

■ ■

⑥ 対応マニュアルの定期的な見直しを行っている。 ■ ■

　利用者の会や保護者
会を通じて、その都度意
向や質問等を出してもら
うよう積極的に働きかけ
ている。相談を受ける際
は、居室や相談室など利
用者等に選択してもらう
など、話しやすい環境を
用意している。そのため
に、利用者の理解度に応
じて図式化や書面化する
など工夫して伝えてい
る。食事の希望について
は給食委員会に参加して
もらい意見を反映するよ
う努めている。

　日常的に、利用者の思
いや意向を受け留め、関
わりを通じて話を聴いて
いる。目安箱への投稿は
多くはないが、みんなの
集いで積極的に働きかけ
ている。食事に関して
は、給食検討委員会に利
用者が参加し、意向をも
とに検討、改善に務めて
おり、管理栄養士が中心
となり、現状改善に取り
組んでいるところである。

a

a

　支援日誌において日
常生活での事象が細部
まで記録されている。申
し送り時などに事象がき
ちんと把握できるよう細
部にわたる記録となって
いる。食事検討会で意
見は出ているが、残念
ながら現状が改善され
ているとは言い難い。

　利用者の意見や希望
を優先的に実現するよ
うに話し合いを重ねてい
る様子が記録されてい
る。「のじぎくスポーツ大
会」への参加に関する
経緯や利用者とのやり
取りなど、時系列での記
録がしっかりとされてい
る。嗜好調査の実施は
されているが、即時対
応はされていない。

ななくさ学園
支援日誌

ななくさ学園
支援日誌

・相談しやすいように場所
の選定（居室や相談室な
ど）は利用者主体で行っ
てもらい、相談しやすい環
境に配慮している。
・個々の利用者の理解度
に合わせて、図式化や書
面化、プレゼンテーション
を作成して説明している。
・食事に関しては利用者
にも検討会議に参加して
もらい意見を述べやすい
環境を作るようにしてい
る。

・サビ管や児発管、ケース
担当等が中心に日頃から
利用者の話を聞くように
努めている。
・目安箱で意見を募り検
討している。
・食事に関する要望は給
食検討委員会や嗜好調
査で対応している。

a

a

【35】Ⅲ-１-(4)-②　利用者が相談や意見を述べやすい環
境を整備し、利用者等に周知している。

【36】Ⅲ-１-(4)-③　利用者からの相談や意見に対して、組
織的かつ迅速に対応している。



令和５年度ななくさ学園

25 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① リスクマネジメントに関する責任者の明確化（リスクマネ
ジャーの選任・配置）、リスクマネジメントに関する委員会
を設置するなどの体制を整備している。

■ ■

② 事故発生時の対応と安全確保について責任、手順（マ
ニュアル）等を明確にし、職員に周知している。

■ ■

③ 利用者の安心と安全を脅かす事例の収集が積極的に行
われている。

■ ■

④ 収集した事例をもとに、職員の参画のもとで発生要因を
分析し、改善策・再発防止策を検討・実施する等の取組
が行われている。

■ ■

⑤ 職員に対して、安全確保・事故防止に関する研修を行っ
ている。

■ ■

⑥ 事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性につ
いて、定期的に評価・見直しを行っている。

■ ■

　事故防止委員会等が
中心となり、リスクマネジ
メント、安全確保、再発防
止対策等の検討、改善を
行っている。救急対応、
無断外出等も含め、マ
ニュアルは整備されてい
る。特に服薬に関する事
故事例に対してのチェッ
ク体制の強化、工夫を
行った結果、確実な改善
がみられ、継続している。
２か月毎に事例報告をま
とめ、自己分析、評価を
行っている。

a

　複数での外出時に駅
で利用者が離れる事案
などが挙がっているが、
マニュアルに沿い対応
して事なきを得ている。
事故報告も検討の上対
策を講じている。薬に関
する事故報告事例は相
当数ある。チェック体制
を工夫、改善してからの
報告数は減少してい
る。２か月ごとに報告事
例をまとめて事故分析
を行っている。

権利擁護・虐
待防止に関す
る実施計画書
事故防止委
員会報告書
事故報告書
ヒヤリハット報
告書
利用者の急
変・事故等の
対応マニュア
ル

・救急の対応、無断外出
の対応のマニュアルがあ
る。
・事故が起きた時には、
事故報告書にて事故の原
因を明らかにして再発防
止に努めているが、それ
以外にもリスクマネジメン
トについて、安全管理の
係が中心となり、事故が
起こった時の再発防止対
応、ヒヤリ・ハット、事故防
止に関して毎月会議で報
告、検討を行っている。
・会議等で決定したこと
等、支援計画のまとめ時
に評価を行っている。

a

Ⅲ-１-(5)　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織
的な取組が行われている。

【37】Ⅲ-１-(5)-①　安心・安全な福祉サービスの提供を目
的とするリスクマネジメント体制が構築されている。



令和５年度ななくさ学園

26 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 感染症対策について、責任と役割を明確にした管理体制
が整備されている。

■ ■

② 感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等を作成し、
職員に周知徹底している。

■ ■

③ 担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防や安全
確保に関する勉強会等を開催している。

■ ■

④ 感染症の予防策が適切に講じられている。 ■ ■

⑤ 感染症の発生した場合には対応が適切に行われてい
る。

■ ■

⑥ 感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等を定期的
に見直している。

■ ■

　新型コロナはもとより、
想定される感染症の予
防や発生時の対応に関
するマニュアルは整備さ
れている。ごみ処理に関
することなど、具体的に
写真等で作業の様子を
わかりやすく説明してい
る。最新の情報を随時取
り入れ、職員には研修等
で周知を図っている。

a

　わかりやすい体制図
が作成されている。コロ
ナに関わるごみ処理方
法についても、写真図
説にてわかりやすく作
成されている。研修も実
施されており、報告書が
作成されている。

衛生・感染症
マニュアル
コロナ発生時
体制図
コロナ発生に
係るゴミ処理
マニュアル
アニサキスに
ついて（症状・
予防）

・緊急時の対応、コロナ感
染対策、インフル対応、ノ
ロウィルス対応、その他
の感染症対応マニュアル
がある。研修等も実施し
ている。

a

【38】Ⅲ-１-(5)-②　感染症の予防や発生時における利用
者の安全確保のための体制を整備し、取組を行っている。



令和５年度ななくさ学園

27 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 災害時の対応体制が決められている。 ■ ■

② 立地条件等から災害の影響を把握し、建物・設備類、福
祉サービス提供を継続するために必要な対策を講じてい
る

■ ■

③ 利用者及び職員の安否確認の方法が決められ、すべて
の職員に周知されている。

■ ■

④ 食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理者を決めて
備蓄を整備している。

■ ■

⑤ 防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消防署、警
察、自治会、福祉関係団体等と連携するなど、体制を
もって訓練を実施している。

■ ■

① 標準的な実施方法が適切に文書化されている。
■ ■

② 標準的な実施方法には、利用者の尊重、プライバシーの
保護や権利擁護に関わる姿勢が明示されている。 ■ ■

③ 標準的な実施方法について、研修や個別の指導等に
よって職員に周知徹底するための方策を講じている。 ■ ■

④ 標準的な実施方法にもとづいて実施されているかどうか
を確認する仕組みがある。

■ ■

　災害対策計画に基づ
き、全員の安否確認の方
法や対策を講じている。
避難訓練の際は地域住
民の参加協力を得て実
施している。その際は、
実践に即し緊張感を持て
るよう出火場所は非公開
とし、訓練当日の公表と
している。備蓄品に関し
ては、管理責任者を明示
し、一週間分の備蓄確保
のリストを作成している。

　理念や基本方針に沿
い、重視している支援内
容に基づき、手順等が具
体化されている。特に新
任職員には、半年間の担
当指導者による教育の
周知徹底を図るととも
に、期間後も継続して丁
寧なサポートに努めるな
ど手厚い育成を行ってい
る。実施状況について
は、定期的に年２回確認
する仕組みが整備されて
いる。

a

a

　地域住民も参加して
防災訓練を実施してい
る。出火場所は非公開
として、当日、緊張感を
持って行っている。備蓄
品も一週間分確保され
管理責任者が決められ
ている。職員の動きも詳
細に計画、周知されて
いる。

　手順等については、具
体的なサービス内容で
文書化されている。新
任職員は、６か月の指
導期間と担当指導者の
配置により教育されて
いる。グループの特性
やサービス内容ごとに
実施内容・手順書が作
成されており、最終的に
は実施報告書としてまと
められている。

防災訓練実
施計画書（夜
間・出火場所
非公開）

社会支援・生
活に関する実
施計画書
新任職員指
導の進め方
「心理・社会
的支援」事業
内容まとめ

・災害対策計画に基づく
防災訓練を実施してい
る。

・標準的な実施方法は手
順書に基づき、係で検
討、文書化されている。
・年度開始に各業務分担
表に記載されている役割
が分かるよう年間スケ
ジュールを作成、実施し
ている。
・取り組み状況は、年度
の中間と末に報告書を作
成する事が定着してい
る。

a

a

【39】Ⅲ-１-(5)-③　災害時における利用者の安全確保の
ための取組を組織的に行っている。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保

Ⅲ-２-(1)　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確
立している。

【40】Ⅲ-２-(1)-①　提供する福祉サービスについて標準的
な実施方法が文書化され福祉サービスが提供されてい



令和５年度ななくさ学園

28 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 福祉サービスの標準的な実施方法の検証・見直しに関
する時期やその方法が組織で定められている。 ■ ■

② 福祉サービスの標準的な実施方法の検証・見直しが定
期的に実施されている。 ■ ■

③ 検証・見直しにあたり、個別的な福祉サービス実施計画
の内容が必要に応じて反映されている。 ■ ■

④ 検証・見直しにあたり、職員や利用者等からの意見や提
案が反映されるような仕組みになっている。 ■ ■

　毎年、利用者の心身状
態に応じた手順書を作成
している。内容について
は、年２回定期的に確認
し、個別支援計画の作成
の際には随時反映させて
いる。利用者の意向を尊
重することを優先し、必
要に応じて見直してい
る。

a

　自立支援計画書の作
成にあたって、計画に
基づいたモニタリングを
実施し、手順内容を意
識しながら、適切な支援
計画となるよう確認して
いる。あくまでも、個々
の意向を尊重し、時に
は追加するなど見直す
こともある。

個別支援計
画実施計画
表
４か月間の目
標
モニタリング
自力遊戯室
計画書
自力外出練
習計画書

・年度当初に定められた
基準に沿った手順書につ
いては、毎月の会議を中
心にメンテナンスを図りな
がら各係が年度末に次年
度に向けた手順書の見直
しを行っている。

a

【41】Ⅲ-２-(1)-②　標準的な実施方法について見直しをす
る仕組みが確立している。



令和５年度ななくさ学園

29 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 個別支援計画策定の責任者を設置している。
■ ■

② アセスメント手法が確立され、適切なアセスメントが実施
されている。 ■ ■

③ 部門を横断したさまざまな職種の関係職員（種別によっ
ては組織以外の関係者も）が参加して、アセスメント等に
関する協議を実施している。

■ ■

④ 個別支援計画には、利用者一人ひとりの具体的なニー
ズが明示されている。 ■ ■

⑤ 個別支援計画を策定するための部門を横断したさまざま
な職種による関係職員（種別によっては組織以外の関係
者も）の合議、利用者の意向把握と同意を含んだ手順を
定めて実施している。

■ ■

⑥ 個別支援計画どおりに福祉サービスが行われていること
を確認する仕組みが構築され、機能している。 ■ ■

⑦ 支援困難ケースへの対応について検討し、積極的かつ
適切な福祉サービスの提供が行われている。 ■ ■

　定められた手順に沿っ
た手法が確立されてい
る。利用者一人ひとりの
特性を踏まえたうえで、
その人の意向や思いを
大事にし、モニタリング・
アセスメントを重ねること
でその人らしい個別支援
計画を作成している。医
療関係者、心理士、ソー
シャルワーカー等必要な
多職種からの助言を柔
軟に取入れている。職員
は、イラストカードや映像
での可視化を通して、よ
り理解を深める努力をし
ている。

a

　利用者個々にニーズ
が異なるためモニタリン
グ・アセスメントを重ね
たうえで計画作成に
至っている。例えば、面
会手順なども利用者本
人の特性を見極め詳細
に手順を定めている。
多職種との連携も密に
図っている。勉強会を通
してイラストカードの使
用や映像での可視化を
工夫し、理解を深めてい
る。

組織体制図ア
セスメント表モ
ニタリング
個別支援計
画勉強会計
画書
個別支援計
画書
アンケート
K氏引継ぎ資
料
持ち物リスト
T氏面会手順
定期報告書

・利用者の希望やニーズ
を捉え、適切にアセスメン
トから計画、実施、評価、
見直し、再計画の手順が
行われている。
・モニタリング会議につい
ては最低６カ月に一度の
期間で取り行われてい
る。会議ではサービス管
理責任者が中心となり、
関係する職員と現状及び
問題点等を確認しサービ
ス内容や変更の必要性を
検討している。その上で
計画を策定するための医
師や看護師、心理士、
ソーシャルワーカー等の
様々な職種の意見を把握
しながら会議を開催して
いる。

a

【42】Ⅲ-２-(2)-①　アセスメントにもとづく個別支援計画を
適切に策定している。

Ⅲ-２-(2)　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画
が策定されている。



令和５年度ななくさ学園

30 ＮＰＯ法人福祉市民ネット・川西

自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 個別支援計画の見直しについて、見直しを行う時期、検
討会議の参加職員、利用者の意向把握と同意を得るた
めの手順等、組織的な仕組みを定めて実施している。

■ ■

② 見直しによって変更した個別支援計画の内容を、関係職
員に周知する手順を定めて実施している。 ■ ■

③ 個別支援計画を緊急に変更する場合の仕組みを整備し
ている。 ■ ■

④ 個別支援計画の評価・見直しにあたっては、標準的な実
施方法に反映すべき事項、福祉サービスを十分に提供
できていない内容（ニーズ）等、福祉サービスの質の向上
に関わる課題等が明確にされている。

■ ■

　毎月の支援会議・職員
会議の中で、利用者の長
所や強みが活かされ、そ
のための適切な支援内
容となっているか総合的
に検証し、定期的に評価
している。入退院等の緊
急時の連絡手順につい
ては、サービス管理責任
者が確認する体制を整
備している。個別支援計
画作成に関する勉強会
を定期的に持つことで、
職員の意識向上に努め
ている。

a

　福祉サービスの実施
状況が責任者へ伝わる
仕組みとして、担当者か
ら月に１度の支援会議・
職員会議を通じ、責任
者が総合的な視点で定
期的な評価結果の報告
を行い、他の職員との
連携統一化を図り支援
評価を得ている。個別
支援計画を緊急に変更
する場合は、サービス
管理責任者によって
サービス内容変更への
本人の同意を確認する
仕組みが定められてい
る

個別支援計
画実施計画
表
個別支援計
画勉強会計
画書
支援会議報
告書
モニタリング
T氏の支援に
ついて

・モニタリング会議以外で
も福祉サービスの実施状
況が責任者へ伝わる仕
組み、担当者からの報告
手段としては月に１度の
支援会議、及び職員会議
を通じ、責任者が総合的
な視点で定期的な評価結
果の報告を行いながら他
の職員との連携方法の統
一化を図りつつ支援のア
ドバイスや評価を得てい
る。
・個別支援計画を緊急に
変更する場合についても
サービス管理責任者によ
る職員間の周知状況及び
サービス内容変更への本
人の同意状況を確認して
いる。

a

【43】Ⅲ-２-(2)-②　定期的に個別支援計画の評価・見直し
を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者の身体状況や生活状況等を、組織が定めた統一
した様式によって把握し記録している。 ■ ■

② 個別支援計画にもとづくサービスが実施されていることを
記録により確認することができる。 ■ ■

③ 記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じないよう
に、記録要領の作成や職員への指導等の工夫をしてい
る

■ ■

④ 組織における情報の流れが明確にされ、情報の分別や
必要な情報が的確に届くような仕組みが整備されてい
る

■ ■

⑤ 情報共有を目的とした会議の定期的な開催等、部門横
断での取組がなされている。 ■ ■

⑥ パソコンのネットワークシステムを利用や記録ファイルの
回覧等を実施して、事業所内で情報を共有する仕組み
が整備されている。

■ ■

① 個人情報保護規程等により、利用者の記録の保管、保
存、廃棄、情報の提供に関する規定を定めている。 ■ ■

② 個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策と対応
方法が規定されている。 ■ ■

③ 記録管理の責任者が設置されている。
■ ■

④ 記録の管理について個人情報保護の観点から、職員に
対し教育や研修が行われている。 ■ ■

⑤ 職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守している。
■ ■

⑥ 個人情報の取扱いについて、利用者や家族に説明して
いる。 ■ ■

　施設として統一したソフ
トを活用し、情報共有を
図っている。日々の実施
状況については、詳細に
状況判断しやすく丁寧な
記録を心がけている。ま
た、施設独自の個別支援
計画書を作成し、よりわ
かりやすい統一した内容
となるよう、職員へは適
時指導を行っている。

　法人として、「社会福祉
法人阪神福祉事業団個
人情報保護に関する要
綱」で明確に定めてい
る。年度当初に、必ず職
員研修を持ち、周知徹底
している。利用者や家族
には、契約時に、わかり
やすく説明するよう心が
けている。

a

a

　サービス実施状況は
使用ソフトにより統一さ
れ情報の共有をしてい
る。記録内容は詳細に
で状況判断しやすく丁
寧な記録となっている。
個別支援計画書の書式
は独自の様式を作成
し、記入にあたっての注
意点や内容については
適宜指導を行っている。
組織内での統一したソ
フトを活用した情報共有
の仕組みが確保されて
いる。

　個人情報保護規定に
関する研修は、年度始
めに必ず実施し、職員
は研修報告書を提出す
ることとしている。家族
への説明と同意は契約
時に時間をかけ丁寧に
行っている。

支援日誌
個別支援計
画
F氏自力外出
練習計画書
自力チェックリ
スト
日中活動日
誌の打ち込み
の仕方
職員会議報
告書
１・２階支援会
議報告書

社会福祉法
人阪神福祉
事業団個人
情報保護に関
する要綱・基
本方針
新年度に当
たって（園長）
職員研修なな
くさ学園支援
日誌
個人情報使
用同意書

・利用者個々の身体状況
や生活状況等の情報に
ついては、学園が定めた
フェースシート、アセスメ
ントシートを活用すると共
に日々の記録等は「福祉
の森」ソフトを使用しなが
ら共有化を図っている。
・「福祉の森」やフェース、
アセスメントシート等各種
記録については新任研修
プログラムに取り入れて
いる。

・「社会福祉法人阪神福
祉事業団個人情報保護
に関する要綱」では、個人
情報の第3者への提供や
適正な管理について規定
されている。

a

a

Ⅲ-２-(3)　福祉サービス実施の記録が適切に行われてい
る。

【44】Ⅲ-２-(3)-①　利用者に関する福祉サービス実施状
況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。

【45】Ⅲ-２-(3)-②　利用者に関する記録の管理体制が確
立している。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者の自己決定を尊重するエンパワメントの理念にも
とづく個別支援を行っている。 ■ ■

② 利用者の主体的な活動については、利用者の意向を尊
重しながら、その発展を促すように支援を行っている。 ■ ■

③ 趣味活動、衣服、理美容や嗜好品等については、利用
者の意思と希望や個性を尊重し、必要な支援を行ってい
る

■ ■

④ 生活に関わるルール等については、利用者と話し合う機
会（利用者同士が話し合う機会）を設けて決定している。 ■ ■

⑤ 利用者一人ひとりへの合意的配慮が、個別支援や取組
をつうじて具体化されている。

■ ■

⑥ 利用者の権利について職員が検討し、理解・共有する機
会が設けられている。

■ ■

　職員は、利用者の自己
決定の尊重、利用者本
位を重視し意向を尊重す
る姿勢が定着している。
　各グループ担当が主と
なり利用者の意向や
日々の様子を把握し、適
時サポートしている。利
用者の特性に応じた合
理的配慮が具体化され
ている。

a

 利用者の自己決定を
尊重したエンパワメント
の理念に基づく個別支
援と取り組みを行ってい
る。利用者の特性に応
じた合理的配慮が具体
化されている。

買い物実施計
画

利用者のエンパワメント
の支援については、社会
支援・なかよし会（利用者
の自治会）の開催、レクの
行先の選択、行事の食事
アンケート、学園のルー
ルの作成・改正、卒園後
の進路決定等多岐にわ
たり、行っている。職員が
利用者の権利について検
討・情報共有する場として
は、職員会議や支援会議
でグループ討議、取り組
みの報告等を行ってい
る。

a

Ａ－１　利用者の尊重と権利擁護

Ａ-１-（１）　自己決定の尊重

【Ａ①】Ａ-１-（１）-①　　利用者の自己決定を尊重した個別
支援と取組を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 権利侵害の防止等のために具体的な内容・事例を収集・
提示して利用者に周知している。 ■ ■

② 権利侵害の防止と早期発見するための具体的な取組を
行っている。 ■ ■

③ 原則禁止される身体拘束を緊急やむを得ない場合に一
時的に実施する際の具体的な手続と実施方法を明確に
定め、職員に徹底している。

■ ■

④ 所管行政への虐待の届出・報告についての手順等を明
確にしている。 ■ ■

⑤ 権利侵害の防止等について職員が具体的に検討する機
会を定期的に設けている。 ■ ■

⑥ 権利侵害が発生した場合に再発防止等を検討し、理解
のもとで実践する仕組みが明確化されている。 ■ ■

　職員は、利用者の特性
を理解し、普段から丁寧
な観察を行い、見守りを
通じて権利侵害防止に努
めている。やむを得ない
場合の身体拘束等に関
する手続き等は、マニュ
アルに明記し、速やかに
解除できるよう、主任を
中心にケースカンファレ
ンスで検証している。

a

　利用者の権利侵害の
防止と早期発見するた
めの具体的な取組みを
行っている。やむを得な
い場合の身体拘束等の
手順書、虐待確認時の
報告の手順書を作成
し、活用している。

権利擁護・虐
待防止実施
計画書他

利用者に対しては、性教
育等を利用し、権利侵害
防止の学習の機会を設け
ている。また、職員に対し
ての権利侵害の防止につ
いては、職員会での研修
やグループ討議を行って
いる。権利侵害防止を職
員が検討する機会を設定
し、身体拘束等緊急時や
むを得ない場合の手順書
の作成、虐待確認時の報
告の手順書を作成し、手
順通りに対応している。

a

【Ａ②】 Ａ-１-（２）-①　　利用者の権利侵害の防止等に関
する取組が徹底されている。

Ａ-１-（２）　権利侵害の防止等
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者の心身の状況、生活習慣や望む生活等を理解
し、一人ひとりの自律・自立に配慮した個別支援を行って

る

■ ■

② 利用者が自力で行う生活上の行為は見守りの姿勢を基
本とし、必要な時には迅速に支援している。 ■ ■

③ 自律・自立生活のための動機づけを行っている。
■ ■

④ 生活の自己管理ができるように支援している。
■ ■

⑤ 行政手続、生活関連サービス等の利用を支援している。

■ ■

　利用者の主体的な自立
を導くために、各ライフス
テージに配慮した支援を
実施しており、自立訓練
により必要な技能を身に
つけるべく促す支援を
行っている。
　卒業後の居住環境の
整備、生活に必要な金銭
管理の意識付け、就労に
向けた技術の習得、生活
に必要な行政手続き等、
寄り添いサポートしてい
る。

a

　利用者の心身状況、
生活習慣や望む生活等
を理解し、自律・自立生
活のための支援を行っ
ている。

支援シート他

・各ライフステージに配慮
した支援により、自立を促
す支援を行っている。
・地域生活を見立てた取
り組みとして自活訓練事
業を行う中、それ以前ま
でにも個別支援計画に則
り、それぞれが社会性を
養い、自律できるよう支援
を行っている。
・その他行政の手続きとし
て、療育手帳や福祉サー
ビス受給の他、年金申請
等の手続きのサポートを
行っている。

a

Ａ－２　生活支援

Ａ-２-（１）　支援の基本

【Ａ③】Ａ-２-（１）-①　  利用者の自律・自立生活のための
支援を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者の心身の状況に応じて、さまざまな機会や方法に
よりコミュニケーションがはかられている。 ■ ■

② コミュニケーションが十分ではない利用者への個別的な
配慮が行われている。 ■ ■

③ 意思表示や伝達が困難な利用者の意思や希望をできる
だけ適切に理解するための取組を行っている。 ■ ■

④ 利用者のコミュニケーション能力を高めるための支援を
行っている。 ■ ■

⑤ 必要に応じて、コミュニケーション機器の活用や代弁者
の協力を得るなどの支援や工夫を行っている。

■ ■

　利用者の各ライフス
テージや特性に応じて、
コミュニケーション手段を
工夫し、年少者に対して
はよりわかりやすくあら
ゆる視覚化を試み、工夫
している。ケース担当者
を中心に丁寧に傾聴する
姿勢で向き合うことを大
事にしている。こども家庭
センターを通じ保護者と
連携したり、学校側とも
密に連携することで、利
用者の意向や学校での
様子を把握している。

a

　利用者個々の心身の
状況や特性に応じたコ
ミュニケーション手段の
確保と必要な支援を
行っている。

支援会議報
告書他

・障害の程度や年齢に応
じ、それぞれが分かり易
いいコミュニケーション手
段を工夫している。
・主にあらゆる視覚化（写
真、イラスト、形、色、ジェ
スチャー、視線等）を活用
する中、意思表示できる
形で、様々なツールを準
備し、使用できるようにし
ている。

a

【Ａ④】Ａ-２-（１）-②　 利用者の心身の状況に応じたコミュ
ニケーション手段の確保と必要な支援を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者が職員に話したいことを話せる機会を個別に設け
ている。 ■ ■

② 利用者の選択・決定と理解のための情報提供や説明を
行っている。 ■ ■

③ 利用者の意思決定の支援を適切に行っている。
■ ■

④ 相談内容について、サービス管理責任者等と関係職員
による検討と理解・共有を行っている。 ■ ■

⑤ 相談内容をもとに、個別支援計画への反映と支援全体
の調整等を行っている。

■ ■

　職員は普段から利用者
に寄り添い積極的に声を
かけ、対話を心がけてい
る。業務により即対応で
きない場合は、日時を約
束し、確実に対応してい
る。利用者の意思決定を
後押しするための情報提
供や丁寧な説明を心が
け、時には選択肢を提案
するなど向き合う時間を
作るよう努めている。状
況によっては心理士や家
庭センターの協力を得る
こともある。

a

　利用者の意思を尊重
する支援としての相談
等を適切に行っており、
普段から利用者に積極
的に声をかけるよう職
員は心がけている。

日誌他

・対話の要望があれば、
他業務により、直ぐに対
応できない場合であって
も日時を決めて対応して
いる。場合により、予めカ
レンダー等のツールを活
用し、対話の日時を決め
ることで不安の解消にも
繋げている。対話につい
ては利用者それぞれが、
相談し易い環境や応対方
法を設定すると共に話の
内容によっては心理士、
サービス管理責任者、
ソーシャルワーカーの他、
家庭センター等の関係機
関とも連携し、意思決定し
易い場面を設定してい
る。

a

【Ａ⑤】Ａ-２-（１）-③　　利用者の意思を尊重する支援とし
ての相談等を適切に行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 個別支援計画にもとづき利用者の希望やニーズにより選
択できる日中活動（支援・メニュー等）の多様化をはかっ

る

■ ■

② 利用者の状況に応じて活動やプログラム等へ参加する
ための支援を行っている。 ■ ■

③ 利用者の意向にもとづく余暇やレクリエーションが適切に
提供されている。 ■ ■

④ 文化的な生活、レクリエーション、余暇及びスポーツに関
する情報提供を行っている。 ■ ■

⑤ 地域のさまざまな日中活動の情報提供と必要に応じた利
用支援を行っている。 ■ ■

⑥ 個別支援計画の見直し等とあわせて日中活動と支援内
容等の検討・見直しを行っている。

■ ■

　行事や余暇活動は、利
用者が興味をもってもら
えるような園内の掲示や
こまめに話をすることで
参加を促している。ケー
ス担当が日々声掛けし、
関係構築を行い、利用者
の意向に沿った余暇活
動を実施している。

a

　個別支援計画に基づ
き、利用者の希望や
ニーズを把握し、日中
活動の多様化を図って
いる。利用者は日中活
動や外出等のレクリ
エーションについて、視
覚化された情報提供に
より、自ら選択して参加
している。

利用者対応に
ついて（パ
ワーポイント）

・個別支援計画に基づ
き、個々に合わせた日中
活動については、メニュー
を多様化しながら個別か
らグループ単位等、様々
な取り組みが出来るよう
にしている。
・日中活動の他、外出時
等のレクリエーションにつ
いても視覚化等分かり易
く選択肢を選ぶことが出
きるようにしている。
・地域の日中活動におい
ては外部の移動支援事
業所等、福祉サービスの
関係機関と連携できるシ
ステムの説明と提供でき
るように環境を整えてい
る。

a

【Ａ⑥】Ａ-２-（１）-④　　個別支援計画にもとづく日中活動
と利用支援等を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 職員は障害に関する専門知識の習得と支援の向上をは
かっている。 ■ ■

② 利用者の障害による行動や生活の状況などを把握し、
職員間で支援方法等の検討と理解・共有を行っている。 ■ ■

③ 利用者の不適応行動などの行動障害に個別的かつ適切
な対応を行っている。 ■ ■

④ 行動障害など個別的な配慮が必要な利用者の支援記録
等にもとづき、支援方法の検討・見直しや環境整備等を
行っている。

■ ■

⑤ 利用者の障害の状況に応じて利用者間の関係の調整等
を必要に応じて行っている。

■ ■

　職員は、施設内研修や
事例検討会を通じ、専門
性を高め、利用者の特性
に沿った支援が出来るよ
う研鑽に努めている。強
度行動障害等個別的な
配慮が求められる場合
は、柔軟な支援方法を主
任を中心に検討・見直し・
環境整備を図り、適切な
支援を実施している。

a

　職員は、施設内研修
や事例検討会を通じ、
専門性を高め、利用者
の障害の状況に応じた
適切な支援を行ってい
る。

A7　療育ミッ
ションについ
て

・職場内で自立支援ワー
クショップ等、評価セッショ
ンを通じて専門的な知識
を習得と支援の向上に努
めている。
・習得した知識を生かし、
利用者個々の障害特性
に沿った環境や日課を整
えている。
・不安定な状況について
は、「福祉の森」の日誌に
記録しつつ、直接職員間
で引継ぎを行いながら、
躓きの要因、その対応策
について、常時検討し支
援の見直しを図っている。

a

【Ａ⑦】Ａ-２-（１）-⑤　 　利用者の障害の状況に応じた適
切な支援を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 食事は利用者の嗜好を考慮した献立を基本としておいし
く、楽しく食べられるよう工夫されている。 ■ ■

② 利用者の心身の状況に応じて食事の提供と支援等を
行っている。 ■ ■

③ 利用者の心身の状況に応じて入浴支援や清拭等を行っ
ている。 ■ ■

④ 利用者の心身の状況に応じて排せつ支援を行っている。
■ ■

⑤ 利用者の心身の状況に応じて移動・移乗支援を行ってい
る。

■ ■

　給食検討委員会等にお
いて、利用者の意向を確
認し、季節感のあるメ
ニューやイベントメニュー
が提供されている。また、
コロナ禍でも、テイクアウ
トを活用したり、季節感の
ある食材を使った食事や
おやつが提供されてい
る。
　入浴や排泄について
は、利用者の身体状況
や特性に応じた支援が
行われている。移動は、
利用者の意向や状況に
応じ、見守りや必要な支
援を実施している。

a

　個別支援計画に基づ
いて、食事の提供、入
浴・排泄・移動の支援等
の日常的な生活支援を
行っている。特に食事
はおいしく、楽しく食べら
れるように、季節感を感
じられるメニューやイベ
ントメニュー、テイクアウ
ト等、職員の工夫が感じ
られる。

嗜好実施調
査

・利用者の状況に応じて、
食事・入浴・排泄の他、行
動障害により移動により
けがや事故に対応できる
よう、各個別に配慮した
支援を実施している。
・給食検討委員会は利用
者も出席し、直接食事に
ついての意見を言える環
境を整えている。

a

【Ａ⑧】Ａ-２-（２）-①　　個別支援計画にもとづく日常的な
生活支援を行っている。

Ａ-２-（２）　日常的な生活支援
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者の居室や日中活動の場等は、安心・安全に配慮
されている。 ■ ■

② 居室、食堂、浴室、トイレ等は、清潔、適温と明るい雰囲
気を保っている。 ■ ■

③ 利用者が思い思いに過ごせるよう、また安眠（休息）でき
るよう生活環境の工夫を行っている。 ■ ■

④ 他の利用者に影響を及ぼすような場合、一時的に他の
部屋を使用するなどの対応と支援を行っている。 ■ ■

⑤ 生活環境について、利用者の意向等を把握する取組と
改善の工夫を行っている。

■ ■

　利用者の心身の特性に
応じ、安全性に配慮した
生活空間が整えられてい
る。生活訓練の中で利用
者は自ら整理整頓や当
番制で清掃を行い生活
環境を整えている。利用
者の意向により、リビン
グには、ゲーム機器が設
置されている。事故リスク
や事故事例から危険を
予測した対策が講じられ
ており、建物は機能的で
明るく清潔な環境で、安
心な居場所づくりの工夫
が見られる。

a

　利用者は生活訓練の
中で、自ら整理整頓や
当番制で清掃を行い生
活環境を整えている。
利用者の意向により、
ゲーム機器も設置され
ている。清掃業者に掃
除を委託して、快適な生
活が出来るよう配慮さ
れている。

清掃業務委
託契約

・利用者の生活スペース
やその他施設内外等は、
清掃業者に掃除を委託し
ながら快適な生活環境を
整えている。
・不安定な利用者につい
ては、自他者のけがや事
故を未然に防ぐために環
境を分ける等の安全面の
工夫を行っている。

a

Ａ-２-（３）　生活環境

【Ａ⑨】Ａ-２-（３）-①　　利用者の快適性と安心・安全に配
慮した生活環境が確保されている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 生活動作や行動のなかで、意図的な機能訓練・生活訓
練や支援を行っている。 ■ ■

② 利用者が主体的に機能訓練・生活訓練を行えるよう工夫
している。 ■ ■

③ 利用者の障害の状況に応じて専門職の助言・指導のもと
に機能訓練・生活訓練を行っている。 ■ ■

④ 利用者一人ひとりの計画を定め、関係職種が連携して機
能訓練・生活訓練を行っている。 ■ ■

⑤ 定期的にモニタリングを行い、機能訓練・生活訓練計画
や支援の検討・見直しを行っている。

■ ■

　利用者の障害や心身
状態、思い等に応じたラ
イフステージに併せた生
活訓練を、個々の能力に
応じ段階的に実施してい
る。適時、言語療法士や
心理士、療育等の専門
職の助言を得るなど、必
要に応じて個別支援計画
書に盛り込み、定期的に
検討・評価を行っている。

a

　多職種連携のうえ、利
用者個々の個別支援計
画を定め、内容に沿っ
た機能訓練・生活訓練
を実施している。モニタ
リングを行い、検討・見
直しを行っている。

日誌他

・個別支援計画に基づ
き、障がい特性やライフス
テージに応じた生活訓練
を段階的に実施してい
る。
・必要に応じ、言語療法
士、心理士、療育等の専
門職にアドバイスをいた
だき、現場の生活訓練に
取り入れている。
・発達障害に係る利用者
については、外部の講師
にコンサルテーションを依
頼し、客観的な観点から
各利用者が自律できるポ
イントについて、教授頂い
ている。

a

Ａ－２－（４）　機能訓練・生活訓練

【Ａ⑩】Ａ-２-（４）-①　　利用者の心身の状況に応じた機能
訓練・生活訓練を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 入浴、排せつなどの支援のさまざまな場面をつうじて、利
用者の健康状態の把握に努めている。 ■ ■

② 医師又は看護師等による健康相談や健康面での説明の
機会を定期的に設けている。 ■ ■

③ 利用者の障害の状況にあわせた健康の維持・増進のた
めの工夫を行っている。 ■ ■

④ 利用者の体調変化等における迅速な対応のための手
順、医師・医療機関との連携・対応を適切に行っている。 ■ ■

⑤ 障害者・児の健康管理等について、職員研修や職員の
個別指導等を定期的に行っている。

■ ■

　半年に一度の健康診断
と併せ、日常的な健康管
理の体制が整備されてい
る。体調不良の際や障害
特性に応じた緊急時対
応についても体制が整備
されている。歯科衛生指
導により、口腔ケアに関
して充実した環境が用意
されている。職員は、職
員会議の中で医療に関
する知識等を学んでい
る。

a

　半年に一度の健康診
断では心電図・尿検査・
レントゲンを行ってい
る。なかでも、精神科受
診等は受診結果報告
書、支援日誌で職員間
での状況・情報共有を
図っている。救急ガイド
ラインや夜間急変時対
応の詳細については、
わかりやすく具体的に
記載している。

支援日誌
定期健康診
断日程他

・利用者の日常的な健康
管理を行うと共に、半年
に一度係り付けの病院に
健康診断を依頼してい
る。
・体調不良時の対応はマ
ニュアル化されている。
・歯科衛生指導による口
腔ケアのアドバイスをい
ただき、磨き残しの箇所
等の把握に努めている。
・職員会議を通じ、医療研
修を実施している。

a

Ａ-２-（５）　健康管理・医療的な支援

【Ａ⑪】Ａ-２-（５）-①　　利用者の健康状態の把握と体調
変化時の迅速な対応等を適切に行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 医療的な支援の実施についての考え方（方針）と管理者
の責任が明確であり、実施手順や個別の計画が策定さ
れ る

■ ■

② 服薬等の管理（内服薬・外用薬等の扱い）を適切かつ確
実に行っている。 ■ ■

③ 慢性疾患やアレルギー疾患等のある利用者について
は、医師の指示にもとづく適切な支援や対応を行ってい
る

■ ■

④ 介護職員等が実施する医療的ケアは、医師の指示にも
とづく適切かつ安全な方法により行っている。 ■ ■

⑤ 医師や看護師の指導・助言のもと、安全管理体制が構
築されている。 ■ ■

⑥ 医療的な支援に関する職員研修や職員の個別指導等を
定期的に行っている。

■ ■

　医師・看護師による指
導を受け、救急時対応も
含め、安全管理体制が
整備されており、個別の
アレルギーを含む医療的
支援についても、統一し
た方策が明確化されてい
る。一時多かった誤薬に
ついても、手順の見直し
や工夫により改善してい
る。職員は、内外の研修
で学ぶ機会を持ち、職員
会議等での共有により、
研鑽に努めている。

a

　医師・看護師の指導・
助言による安全管理
や、救急時対応などが
見える化され、理解しや
すく整備されている。医
療的支援については、
個々の利用者に必要な
方策が統一されてい
る。誤薬事故について
は、手順や与薬方法の
工夫で事故数が減少し
ている。便秘や下痢の
対応につては、看護師
の指示で対処できてい
る。

健康管理マ
ニュアル
与薬・誤訳時
の対応マニュ
アル他

・保険に関する服薬、塗
布薬等は管理マニュアル
の他、対応時間について
も表を活用する等、見え
る化を図ることで、事故防
止に繋げている。
・アレルギーについては
各関係機関との情報共有
の中、個人の状況を把握
しつつ、食事や皮膚疾患
等の管理を行っている。
・職員会議や外部の感染
症に関する研修を受講
し、職員間で情報の共有
を行いながら施設におけ
る対策について話を行
い、医療に関する知識の
向上に努めている。

a

【Ａ⑫】Ａ-２-（５）-②　　医療的な支援が適切な手順と安全
管理体制のもとに提供されている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者の希望と意向を把握し、社会参加に資する情報
や学習・体験の機会を提供する等、社会参加への支援を
行っている。

■ ■

② 利用者の外出・外泊や友人との交流等について、利用者
を尊重して柔軟な対応や支援を行っている。 ■ ■

③ 利用者や家族等の希望と意向を尊重して学習支援を
行っている。 ■ ■

④ 利用者の社会参加や学習の意欲を高めるための支援と
工夫を行っている。

■ ■

　利用者の主体的な生
活・社会参加を主眼にし
た、散髪や買い物等、地
域資源を活用した外出へ
の取り組みを行ってい
る。現場実習やアルバイ
ト、サッカー大会への出
場や、祭りのイベント参
加等、利用者個々に合わ
せた社会参加に対する
交通手段等のツールを
習得できるよう、安全に
配慮して支援している。

a

　運営理念を「目指す目
標」とし、パワーポイント
で理解しやすく説明でき
ている。現場実習や、コ
ンビニ、スーパーでの買
い物手順など、繰り返し
実習し体得できるように
工夫されている。自転
車の乗り方も、順を追い
理解できるよう指導して
いる。

グループレク
リエーション
実施計画書
ファミリーデー
喫茶報告書
O氏自力洗濯
実施計画書
ケースグルー
プカンファレン
ス報告書
個別支援計
画
外出届け
アルバイト誓
約書
支援日誌
Ｓ君通院の流
れ
Ｅグループ
ルールブック
なかよし会実
施報告書
運営理念

・散髪や買い物等、地域
資源を活用した外出によ
り、社会参加に向けた取
り組みを行っている。
・学校での現場実習やア
ルバイト、サッカー大会へ
の出場や祭りのイベント
参加等、利用者個々に合
わせた社会参加に対する
交通手段等のツールを習
得できるよう、支援してい
る。

a

【Ａ⑬】Ａ-２-（６）-①　　利用者の希望と意向を尊重した社
会参加や学習のための支援を行っている。

 Ａ-２-（６）　社会参加、学習支援
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者の希望と意向を把握し、地域生活に必要な社会
資源に関する情報や学習・体験の機会を提供している。 ■ ■

② 利用者の社会生活力と地域生活への移行や地域生活
の意欲を高める支援や工夫を行っている。 ■ ■

③ 地域生活への移行や地域生活について、利用者の意思
や希望が尊重されている。 ■ ■

④ 地域生活への移行や地域生活に関する課題等を把握
し、具体的な生活環境への配慮や支援を行っている。 ■ ■

⑤ 地域生活への移行や地域生活のための支援について、
地域の関係機関等と連携・協力している。

■ ■

　地域生活への移行・生
活の継続ができるよう、
個々に応じた状況・理解
度を考慮しながら、各事
業所の説明会や見学・体
験入居等、また細やかな
進路の説明・進路移行
を、サービス管理責任者
やソーシャルワーカーが
中心となり、実施してい
る。自立に向けた進路や
就労に向け、職員も共に
考える場を設けて促して
いる。

a

　進路調査は、15分～
20分程度でパワーポイ
ントを利用して手順を確
認している。アンケート
により、個人の希望・不
安・思いを把握し反映し
ている。卒業前の一年
間で、仕事や基本的な
生活習慣の実際を自ら
が体験できるように、プ
ログラムを組み立てて
いる。詳細については、
支援日誌に記録し共有
している。

進路希望確
認・調査
地域移行勉
強会計画書
アンケート集
計
グループホー
ム空室案内
支援日誌

個々に応じた状況・理解
度を考慮しながら進度に
合わせて、各事業所の説
明会や見学を行ったり、
事業所の体験入居等、細
やかな進路の説明・進路
移行をサビ菅やソーシャ
ルワーカーが中心となり、
実施している。上記の対
応を踏まえ、、自らの進路
や就労について考える機
会を設けている。

a

Ａ-２-（７）　地域生活への移行と地域生活の支援

【Ａ⑭】Ａ-２-（７）-①　　利用者の希望と意向を尊重した地
域生活への移行や地域生活のための支援を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 家族等との連携・交流にあたっては、利用者の意向を尊
重して対応を行っている。 ■ ■

② 利用者の生活状況等について、定期的に家族等への報
告を行っている。 ■ ■

③ 利用者の生活や支援について、家族等と意見交換する
機会を設けている。 ■ ■

④ 利用者の生活や支援に関する家族等からの相談に応
じ、必要に応じて助言等の家族支援を行っている。 ■ ■

⑤ 利用者の体調不良や急変時の家族等への報告・連絡
ルールが明確にされ適切に行われている。 ■ ■

⑥ 利用者の生活と支援に関する家族等との連携や家族支
援についての工夫を行っている。

■ ■

　コロナ下、家族とはこれ
まで以上に電話連絡をこ
まめに行い、話す機会を
作るよう心がけ、回りの
状況や個々の要望に応
じて柔軟に交流を図って
いる。面会制限が必要な
場合は、利用者の意思を
確認し、家庭センターと
密に連携を図り調整して
いる。保護者からの要望
や相談には、できるだけ
丁寧に対応している。

a

　コロナ下、電話・面会・
外出の機会を持つな
ど、家族との交流が途
切れないよう配慮に努
めていた。虐待などで保
護者との面会に制限が
ある場合は、家庭セン
ターと密に調整するな
ど、状況をみながら対応
している。保護者からの
要望や相談などには、
可能な限り丁寧に対応
している。

支援日誌

家族との連絡について
は、日頃から電話連絡を
するなどして密に行って
いる。コロナ禍の為、月1
回のファミリーデイの開催
が出来なくなっているが、
社会情勢に合わせて面
会・外出等を実施して、家
族との交流を図っている。
家族に対しては、必要に
応じてアドバイス等を行っ
ている。
虐待などで保護者との面
会を制限している利用者
については、本人の意思
や子ども家庭センターと
調整し、対応している。

a

Ａ-２-（８）　家族等との連携・交流と家族支援

【Ａ⑮】Ａ-２-（８）-①　　利用者の家族等との連携・交流と
家族支援を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 子どもの発達過程や適応行動の状況等を踏まえた発達
支援（個別支援）を行っている。 ■ ■

② 子どもの発達に応じて必要となる基本的日常動作や自
立生活を支援するための活動や取組について、個別活
動と集団活動等を組み合わせながら実施している

■ ■

③ 子どもの活動プログラムについてはチームで作成すると
ともに、子どもの状況に応じた工夫や見直しを行ってい
る

■ ■

④ 子どもと保護者に対し、学校及び保育所や認定こども
園、児童発達支援事業所等との情報共有、連携・調整を
はかっている。

■ ■

　子どもの障害や発達段
階に合わせて、ライフス
テージ別の活動プログラ
ムを設定し、年少児支援
及び療育支援に関わら
ず、発達段階に応じた個
別支援計画を作成してい
る。必要に応じて学校関
係者や保育所等との情
報共有、調整を図ってい
る。

a

　利用者の発達段階に
応じて自立支援計画書
が作成され、それに基
づき実施している。誕生
月レク・食育・生き物飼
育・園芸など多岐にわ
たり、利用者の特性や
意向に応じて組み入れ
ながら、時には職員も
参加し一緒に行う。その
都度本人の希望を聞
き、計画段階から利用
者のペースに併せ、丁
寧に取り組んでいる。

ライフステー
ジ別支援実施
計画書
サポート体制
チャート
年少児支援
年間スケ
ジュール
取り組み予定
内容
予算計画書
発達検査一
覧表
個別支援計
画
誕生者レク実
施計画
社会生活支
援実施計画・
報告書
社会支援年
間計画イメー
ジ
個別スキル
チェックシート

年少児支援や療育支援
を通して子どもの発達段
階に合わせて、活動プロ
グラムを設定し、発達支
援を行っている。上記の
年少児支援や療育支援
に関わらず、各利用者の
個別支援についても、そ
れぞれの発達段階に応じ
て支援計画を作成し、支
援を行っている。

a

Ａ－３　発達支援

Ａ-３-（１）　発達支援

【Ａ⑯】Ａ-３-（１）-①　  子どもの障害の状況や発達過程等
に応じた発達支援を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者一人ひとりの働く力や可能性を引き出すような取
組や工夫を行っている。 ■ ■

② 利用者一人ひとりの障害に応じた就労支援を行ってい
る。 ■ ■

③ 利用者の意向や障害の状況にあわせて、働くために必
要なマナー、知識・技術の習得や能力の向上を支援して

る

■ ■

④ 働く意欲の維持・向上のための支援を行っている。
■ ■

⑤ 仕事や支援の内容について、利用者への定期的な報告
と話し合いを行っている。 ■ ■

⑥ 地域の企業、関係機関、家族等との連携・協力のもとに
就労支援を行っている。

■ ■

　利用者の強みを活か
し、本人の働く意欲を引
き出すことを大事に、利
用者の適正を見極め、職
員は伴走者として支援し
ている。基本的生活習慣
の習得やマナー、良好な
対人関係を築くためのコ
ミュニケーション方法等、
多岐にわたり支援してい
る。そのためにも、家族も
含め回りの協力を得られ
るよう関係者への働きか
けを行い、利用者の自
立・自律への後押しをし
ている。

a

　利用者一人ひとりの
強みや好み、適正を見
極め、意思に基づいた
目標となるように、自立
に向けた支援を行って
いる。特に就労につい
ては本人を取り巻く事情
を考慮し、自己実現を
目指している。そのため
のグループホームでの
自立に向けた生活につ
なげられるよう、企業関
係者や家族等との協力
を得ながら、根気強く相
談に応じている。

地域移行勉
強会計画書
アンケート集
計
進路希望調
査
支援日誌
N氏宿泊利用
アルバイト実
施計画書
アフターサー
ビス年間集計

・利用者個々の働く力や
意欲を引き出す事ができ
るよう工夫し取り組んでい
る。
・進路希望アンケートにて
個人のニーズを把握しな
がら自己実現に向け、支
援方法を検討している。
・利用者の性格や特徴、
障害の程度に応じ、就労
支援を進めていることに
加え、働くためのマナー
や電話の応対等、繰り返
し実習し習得できるように
支援をしている。
・利用者の仕事への意欲
を高める観点で関係機関
と連携を図り、個別に相
談できる場を確保してい
る。

a

Ａ-４-（１）　就労支援

【Ａ⑰】Ａ-４-（１）-①　  利用者の働く力や可能性を尊重し
た就労支援を行っている。

Ａ－４　就労支援
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 利用者の意向や障害の状況に応じた仕事時間、内容・
工程等となっている。 ■ ■

② 利用者が選択できるよう、多様な仕事の内容・工程等を
提供するための工夫を行っている。 ■ ■

③ 仕事の内容・工程等の計画は、利用者と作成するよう努
めている。 □ □

④ 賃金（工賃）等を利用者にわかりやすく説明し、同意を得
たうえで適切に支払われている。 □ □

⑤ 賃金（工賃）を引き上げるための取組や工夫を行ってい
る。 □ □

⑥ 労働安全衛生に関する配慮を適切に行っている。

□ □

　利用者の意向や就労に
向けた意欲を尊重しつ
つ、働く環境を見極め、
定着できるよう就労先と
の協力、調整を図ってい
る。利用者の主体性と
チャレンジ精神を大事
に、関係機関との情報交
換に努め、調整してい
る。

a

　進路調査から始まり、
本人との対話を重ね希
望に沿うために、必要な
考え方や行動規範を、
わかりやすく伝えてい
る。進路希望では、具体
的な職業が記入され、
実現に向け細やかに相
談に応じている。万が
一、希望通りにいかな
い場合は、要因を分析
したうえで、利用者の意
向を踏まえ方向性を見
極めるようにしている。

進路希望調
就労継続支
援B型入所説
明会
就労支援事
業所体験日
程
支援日誌

・利用者個々の能力を生
かし、就労に向けた自己
実現を完遂するために、
働く意義や目標、自身の
役割を確認できる体制を
整えている。
・社会のルールを学ぶ為
の取り組みや職場定着に
繋げる為の関係機関との
連携、情報提供等、就労
先への定着や開拓に努
めている。
・③～⑥項目は、当事業
所では賃金を得る仕事は
行っていない為、非該当
とする。

a

【Ａ⑱】Ａ-４-（１）-②　　利用者に応じて適切な仕事内容等
となるように取組と配慮を行っている。
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自己
評価
（ａ～
ｃを
記

取組の状況
書面調査によ
る確認内容

訪問調査による確認
内容

判定
結果
（ａ～
ｃを記
入）

判定の理由

自
己
評
価

第
三
者
評
価

施設記入欄 評価調査者記入欄

評価基準

① 職場や受注先の開拓等により仕事の機会の拡大（職場
開拓）に努めている。 ■ ■

② 障害者就業・生活支援センターやハローワーク等との連
携を定期的かつ適切に行っている。 ■ ■

③ 利用者の障害の状況や働く力にあわせて、利用者と企
業とのマッチングなどの就職支援を適切に行っている。 ■ ■

④ 就労後の利用者と職場との関係づくりなど、職場定着等
の支援を必要に応じて行っている。 ■ ■

⑤ 利用者や地域の障害者が離職した場合などの受入や支
援を行っている。

■ ■

⑥ 地域の企業等との関係性の構築や障害者が働く場にお
ける「合理的配慮」を促進する取組・働きかけを行ってい
る。

■ ■

　利用者の自己実現を目
指すためにも、意向に基
づき新たな職場開拓にも
力を入れており、就業先
との事前の情報交換や
調整は密に行っている。
就労後のアフターケアも
重視し、就労先との連
携、いつでも相談を受け
られる柔軟な相談体制も
整備し、定着を目指して
いる。なかには、利用者
の強い希望から、福祉就
労ではなく一般就労に
チャレンジした事例もあ
る。

a

　進路希望で具体的な
職業が記入されており、
就労実現に向けて細か
く相談が重ねられてい
る。現場実習の様子や
事業所体験の内容が記
録で確認できる。職場
定着に向けての心構え
なども丁寧に説明して
いる。本人の強い希望
による福祉就労ではな
く、一般就労が叶えられ
た例もある。卒園後のア
フターフォローも関係機
関と連携できている。

第3学年第一
次職業相談
会について
ケース記録
年間アフター
サービス集計
支援日誌

・定着支援については対
象者の退所前までに職場
の関係つくりや事前に
個々の性格や特徴を捉え
た支援内容について、情
報提供する等、丁寧な調
整を行っている。
・就労した利用者へのア
フターサービス体制も整
備され、退所後にも気軽
に相談できる窓口を設定
しながら相談支援事業所
等関係機関と連携してい
る。
・離職した利用者への対
応や支援については、
個々に沿った福祉型就労
等に切り替える等、関係
機関と連携し、支援できる
よう努めている。

a

【Ａ⑲】Ａ-４-（１）-③　　職場開拓と就職活動の支援、定着
支援等の取組や工夫を行っている。
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